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平成 21 年度　学校保健年間計画例 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月  保健目標 学校保健関連行事
 保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活 環　 　境

４

自分の体の発
育状態や健康
状態について
知ろう

･ 定期健康診断
･ 大掃除

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施　･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置（身体計

測、内科検診、歯科検診、視力検査、聴力
検査等）　･ 結核健診の問診

･ 疾病異常者の生活指導
･ 手洗い・うがいの指導
･ 職員の健康診断

・清掃計画配布
・大掃除
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査
・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査

５

体を清潔にし
よう

･ 定期健康診断
･ 修学旅行６年
･ 新体力テスト

･ 健康観察の実施 ( 強化 ) ･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（結核検診、耳

鼻科検診、眼科検診、尿検査、寄生虫卵の
有無の検査等）

･ 疾病異常者の生活指導
･ １年生の歯みがき指導
･ 修学旅行前の健康調査と健康管理

・照度・まぶしさ、騒音レベルの検査

６

歯を大切にし
よう
梅雨時の健康
に気をつけよ
う

･ 歯の衛生週間
･ 宿泊学習５年
･ プール開き
･ 心肺蘇生法

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 宿泊前の健康調査と健康管理
･ 食中毒・感染症予防
･ 熱中症予防

・水泳プールの水質及び施設・設備の衛
生状態の検査

７
８

夏を元気に過
ごそう

･ 大掃除
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 夏休みの健康生活指導と健康管理
･ 歯みがき指導

・大掃除の実施の検査
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査

９

安全を考えて
運動しよう

･ 身長・体重測定
･ プール納め
･ 避難訓練
･ 運動会

･ 健康観察の実施 ( 強化 )  ･ 健康相談
･ 夏休みの健康調査
･ 疾病治療状況の把握
･ 手洗い・うがいの励行
･ 運動会前の健康調査と健康管理

・運動場の整備
・日常点検の励行

10

目を大切にし
よう

･ 目の愛護デー
･ 視力検査
･ 就学時の健康診断

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 目の健康について
･ 正しい姿勢について
･ 就学時の健康診断の協力

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査

11

寒さに負けな
い体をつくろ
う

･ 個人懇談
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜやインフルエンザの予防

12

室内の換気に
注意しよう

･ 健康相談
･ 大掃除

･ 健康観察の実施   ･ 健康相談
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理

・大掃除の実施の検査

１

外で元気に遊
ぼう

･ 身長・体重測定 ･ 健康観察の実施（強化） ･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・雨水の排水溝等、排水の施設・設備の

検査

２

かぜをひかな
いように健康
管理をしよう

･ 避難訓練
･ 一日入学
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施　･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行

・ストーブ管理

３

健康生活の反
省をしよう

･ 耳の日
･ 大掃除

･ 健康観察の実施
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康生活指導と健康管理
･ 新年度の計画

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次

年度への課題整理
・大掃除の実施の検査

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教

育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○小学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

学 級 活 動 個別・日常指導 児童会活動

４

・家庭「日常着の快適な着
用」（６年）

・生活「がっこうたんけん」
（１年）

・道徳「まさるの花火」
（３年）

・道徳「ひまわり」（２年）

・健康診断の目的・
受け方

・保健室の利用の仕
方

・健康診断の受け方
・保健室の利用の仕方
・身体・衣服の清潔
・トイレの使い方
・手洗いうがいの仕方

・組織づくり
と年間計画
作成

・係分担

・組織づくり（職員保健部、PTA
保健部、学校保健委員会等）

・保健だより等の発行（毎月）

５

・体育「心の健康」( ５年 )
・理科「人の体のつくり運

動」（４年）
・道徳「からすとはと」
（１年）

・大きくなるわたし
たち（３年）

・歯みがきの仕方
・基本的な生活
・遊具の正しい遊び方
・光化学スモッグ

・歯の衛生週
間について

・職員保健部会

６

・体育「病気の予防」
( ６年 )

・社会「公害から国民の健
康や生活環境を守る」 (
５年 )

・歯ならびにあった
みがきかた（３年）

・むし歯の予防
・手洗いうがいの仕方
・雨の日の過ごし方
・食中毒の予防
・体の清潔、プール
・光化学スモッグ

・歯の衛生習慣
について

・梅雨時の健康
・保健集会①

・職員保健部会
・PTA 保健部会
・心肺蘇生法講習会
・保健統計のまとめ

７
８

・体育「毎日の生活と健康」
（３年）

・家庭「夏の快適な住まい
を工夫しよう」（５年）

・ 総合的な学習の時間「か
らだの不思議見つけよう」

（３年）

・薬物乱用絶対ダメ！
（６年）

・望ましい食生活
・夏に多い病気の予防
・歯みがきについて
・夏の健康

・１学期の反省
・保健集会②

・職員保健部会
・第１回学校保健委員会の開催

９

・社会「人々の健康な生活
や良好な生活環境」（４年）

・生活「じぶんですること」
（１年）

・男女仲良く（４年）
・アルコールってな

あに？（４年）

・積極的な体力つくり
・運動後の汗の始末
・歯みがき指導

・２学期の活動
計画

・目の愛護デー
の計画

・職員保健部会
・夏休みの健康状況把握

10

・理科「動物の誕生」
（５年）

・道徳「ぼくの生まれた日」
（４年）

・清けつなからだ　
（２年 )

・目の健康
・正しい姿勢
・けがの防止
・積極的な体力つくり

・目の健康につ
いて

・保健集会③

・職員保健部会
・学校保健に関する校内研修

11

・体育「育ちゆく体とわた
し」（４年）

・家庭「冬の快適な住まい
を工夫しよう」（６年）

・体をきれいに　　
（１年）

・かぜの予防
・手洗い・うがい

・かぜ予防ポス
ター作成

・職員保健部会
・個人懇談
・地域の健康祭りへの参加
・第２回学校保健委員会の開催

12

・理科「人の体のつくりと
働き」（６年）

・道徳「たまご焼き」（５年）

・男女の理解と協力
（５年）

・かぜの予防
・冬の健康生活
・冬休みの健康生活
・手洗い・うがい

・２学期の反省 ・職員保健部会
・地区懇談会

１

・道徳「ふくらんだリュッ
クサック」（６年）

・家庭「食生活を見つめよ
う」（５年）

・外であそぼう　　
（１年）

・かぜの予防
・外遊びについて
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・かぜ予防 ・職員保健部会
・冬休みの健康状況把握

２

・体育「けがの防止」（５年）
・道徳「二ねんせいになっ

ても」（１年）

・きれいな空気　　
（２年）

・外遊びについて
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・耳の日につ
いて

・保健集会④

・職員保健部会
・第３回学校保健委員会の開催

３

・生活「大きくなったよ」（２
年）

・道徳「水飲み場」（３年）
・総合的な学習の時間「健

康はすばらしい」（４年）

・何でも食べよう　
（１年）

・耳の病気と予防
・１年間の健康生活の

反省

・耳の健康
・１年間の反省

・職員保健部会
・１年間のまとめと反省
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平成 21 年度　学校保健年間計画例 　　                                               　　　　　　　　　　

月 保健目標 学校保健関連行事
保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活 環　 　境

４

健康な生活を
実践するため
の目標や計画
をたてよう

･ 定期健康診断
･ 遠足（1 年）
･ 宿泊体験学習（2 年）
･ 修学旅行（3 年）
･ 生徒会保健委員会
･ 交通安全教室
･ ＰＴＡ総会

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施　･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置（身体計

測、内科検診、歯科検診、視力検査、聴力
検査､ 心電図検査等）

･ 疾病異常者への生活指導と保護者との共通
理解

・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・清掃計画配布

５

自分の健康に
関心を持ち、
病気の早期発
見や治療、疾
病予防に努め
よう

･ 家庭訪問
･ 定期健康診断
･ 校内陸上競技大会
･ 中学校体育大会
･ 第 1 回学校保健

委員会
･ プール清掃

･ 健康観察の実施 ･ 家庭訪問 ･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（結核検診、耳

鼻科検診、眼科検診、尿検査、寄生虫卵の
有無の検査等）

･ 運動時の水分補給や運動後の汗の始末の指導
･ アレルギー生徒の把握と対応の仕方
･ 保護者との情報交換

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・カーテンの点検、整備
・水泳プールの水質及び設備の点検

６

歯の健康につ
いてよい習慣
を身につけよ
う梅雨の時期
における衛生
管理に気をつ
けよう

･ 歯の衛生週間
･ プール開き
･ 新体力テスト
･ 地域学校保健委員会
･ 歯科講話（1 年 )
･ 救命救急講習会（2 年）
･ 食中毒に関する

講演会 (3 年）

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 緊急時の対応の指導
･ 食中毒や感染症の予防
･ 熱中症予防
･ けがの防止と応急処置

・水道や飲料水の衛生管理
・水泳プールの水質検査
・トイレの点検、整備

７
８

1 学期の生活
を振り返ると
ともに、夏季
における健康
な生活の仕方
を身につけよ
う

･ 教育相談
･ 大掃除
･ 性に関する講演会
･ 保護者会
･ 大掃除とワック

スがけ
･ 鼻の日

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 汗の始末指導
･ 疾病異常者への治療勧告
･ 肥満生徒への個別指導
･ 長期欠席者に対する面談
･ 水分のとり方についての指導

・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、
一酸化炭素及び二酸化窒素の検査

・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査
・学校保健活動の評価と改善

９

栄養や休養に
関心を持ち、
積極的に運動
に取り組もう

･ 命に関する講演会
･ プール納め
･ 身長・体重測定

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 夏休み後の健康調査
･ 疾病治療状況の把握
･ 健康と栄養のについて

・日常点検の励行

10

目を大切にす
る習慣を身に
つけよう
学習しやすい
環境を整えよう

･ 目の愛護デー
･ 視力検査
･ 照明設備の点検
･ 文化祭
･ 第 2 回学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 目の健康について
･ 正しい姿勢について
･ 生活習慣アンケート調査の実施
･ 保護者との情報交換

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査

11

心の健康に目
を向け、より
よい生活につ
いて考えよう

･ 個人懇談
･ 喫煙・飲酒・薬

物乱用防止教室
･ いい歯の日

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜやインフルエンザの予防
･ 手洗いやうがいの励行

12

冬季における
健康で安全な
生活の仕方を
考え､ 実践に
努めよう

･ 保護者会
･ 大掃除とワックス

がけ

･ 健康観察の実施   ･ 健康相談
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理
･ 保護者との共通理解

・大掃除の実施の検査
・学校保健活動の評価と改善
・気温、湿度の管理､ 換気の励行
・ストーブ管理

１

感染症の予防と
環境衛生の充実
について理解し
実践しよう

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ うがい手洗いの励行
･ かぜの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・気温、湿度の管理、換気の励行

２

心身の健全な
発達に関心を
持ち、自己の
生活を見直そ
う

･ 新入生説明会
･ 第 3 回学校保健委

員会

･ 健康観察の実施　･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 花粉症への対策及び指導

・次年度の学校保健計画の作成
・気温、湿度の管理､ 換気の励行
・カーテンのクリーニング

３

健康生活の反省
をし、よりよく
生きていくため
の生活について
考えよう

･ 地域学校保健委員会
･ 保護者会
･ 大掃除とワックス

がけ

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康生活指導と健康管理
･ 新年度の計画
･ 保護者との共通理解

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次

年度への課題整理
・大掃除の実施の検査
・学校保健活動の評価と改善

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教
育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○中学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

学 級 活 動 個別・日常指導 生徒会活動

４

・保健体育「心身の機能の
発達」（1 年）、「健康と環
境」（2 年）、「健康な生活」

（3 年）
・道徳「父の言葉」（1 年）

・生活習慣の確立　
（2 年）

・欠席や遅刻、早退の
連絡

・健康診断の意義と受
け方

・保健室の利用の仕方

・組織づくりと
年間計画作成

・健康 ･ 衛生観
察と呼びかけ

（毎日 )
・生徒会総会で

の提案

・組織づくり（職員保健部、PTA
保健部、学校保健委員会等）

・保健だより等の発行（毎月）
・ＰＴＡ専門委員会（活動計画 )
・保健部会（職員）

５

・保健体育「心身の機能の
発達」（1 年）、「健康と環
境」（2 年）、「健康な生活」

（3 年）
・道徳「さくらんぼ」（2 年）

・運動、栄養、睡眠
（3 年）

・思春期の心と体　
（1 年）

・歯みがきのマナー
・基本的な生活

・水飲み場の清
掃と石けんの
整備（毎週 )

・部活動時の安
全と健康管理

・第 1 回学校保健部会
・保健部会（職員）
・第１回学校保健委員会の開催

６

・保健体育「健康と環境」（2
年）、「健康な生活」（3 年）

・道徳「時を裁く人」（1 年）

・口腔の衛生（1 年）
・思春期の不安と悩

み（2 年）

・むし歯の予防
・手洗いうがいの仕方
・食中毒の予防
・体の清潔、プール
・光化学スモッグ

・着替えや汗の
始末の呼びか
け

・中学校区地域学校保健委員会
・ＰＴＡ専門委員会
・普通救命救急法講習会
・食中毒防止講習会（全校 )
・歯科講話 (1 年 ) 学校歯科医
・保健統計のまとめ
・保健部会（職員）

７
８

・社会「環境問題への取り
組み」（２年）

・道徳「春うららの声変わ
り」（1 年）

・男女の正しい理解
（1 年）

・疾病異常者への治療
勧告

・肥満、やせすぎの生
徒への個別指導

・保健部会（職員）

９

・保健体育「心の健康」
（1 年）

・理科「地球環境問題」
（3 年）

・家庭「家族と家庭生活」
（3 年）

・食べ方暮らし方で
健康に（1 年）

・あたたかい人間愛
（2 年）

・積極的な体力つくり
・運動後の汗の始末
・歯みがき指導

・専門委員会前
期の反省と後
期の活動計画

・目の愛護デー
の計画

・保健部会（職員）健康状況把握
・命に関する講話

10

・保健体育「心の健康」
（1 年）

・道徳「娘が贈った 7 つの
宝石」（3 年）

・悩みや不安は誰に
でも（1 年）

・性情報への対策
（2 年）

・目の健康
・正しい姿勢
・傷害の防止
・積極的な体力つくり

・目の健康につ
いて

・生徒会保健集
会

・保健部会（職員）
・学校保健に関する校内研修
・第２回学校保健委員会の開催

11

・保健体育「傷害の防止」
（2 年）

・家庭「生活の自立と衣食
住」（２年）

・道徳「失われた時間」
（3 年）

・男女の理解と協力
（2 年）

・青年期の悩みと解
決（3 年）

・かぜの予防
・手洗い・うがい

・かぜ予防ポス
ター作成

・季節にあった
服 装 の 呼 び
かけ

・個人懇談
・地域の健康祭りへの参加
・保健部会（職員）

12

・保健体育「傷害の防止」　
（2 年）、「疾病の予防」（3
年）

・かぜの予防
・冬の健康生活
・手洗い・うがい

・地区懇談会
・保健部会（職員）

１

・「疾病の予防」（3 年）
・道徳「自然教室での出来

事」（1 年）「エルマおば
さんからの最後の贈り
物」（2 年）

・健康で安全な生活
（3 年）

・かぜの予防
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・うがい手洗い
やマスク着用
の呼びかけ

・職員保健部会
・冬休みの健康状況把握
・保健部会（職員）

２

・保健体育「疾病の予防」
（3 年）

・社会「地球市民として生
きる」（３年）

・エイズ、性感染症
の予防（3 年）

・手洗い・うがい ・いじめ防止集
会

・専門委員会後
期の反省

・第３回学校保健委員会の開催
・保健部会（職員）

３

・男女共同参画と自
分の生き方 (3 年 )

・１年間の健康生活の
反省

・生徒会総会 ・保健部会（職員）
・１年間のまとめと反省
・中学校区地域学校保健委員会



64

平成 21 年度　学校保健年間計画例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月  保健目標 学校保健関連行事
保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活  環　 　境

４

健康診断を受
け、健康の状
態を把握しよ
う

学習環境を整
備しよう

･ 定期健康診断
･ 大掃除
･ 新体力テスト
･ 麻疹予防接種 3 年

（1 年間）

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施
･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置
（身体計測、内科検診、歯科検診、視力検査、
聴力検査、心電図検査、結核検診等）

･ 疾病異常者の健康相談・生活指導

・清掃計画配布
・日常点検の励行（1 年間）
・大掃除
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査
・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査

５

疾病予防と早
期発見に努め
よう

･ 定期健康診断
･ 三者面談

･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（耳鼻科検診、

眼科検診、尿検査等）
･ 疾病異常者の健康相談・生活指導
･ 麻疹予防接種実施状況調査
･ 職員の健康診断

・照度・まぶしさ、騒音レベルの 検査
・水泳プールの水質及び施設・設備の衛生

状態の検査

６

疾病治療の継
続と梅雨対策
をしよう

･ 歯の衛生週間
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 食中毒・感染症予防
･ 熱中症予防（水分補給）

・受水槽高架水槽性総点検

７
８

自主的な健康
管理に努めよ
う

･ 大掃除
･ 普通救命講習会
･ 部活動合宿のた

めの健康相談
･ 文化祭のための

腸内細菌検査
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 夏休みの健康生活指導と健康管理
･ 球技大会救護

・大掃除の実施状況の点検
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、
一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査

９

生活習慣を確
立しよう

･ 文化祭
･ 体育祭
･ 薬物乱用防止教

室（全学年）

･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 疾病治療状況の把握
･ 手洗い・うがいの励行
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・運動場の整備

10

目の健康に留
意しよう

･ 目の愛護デー
･ 修学旅行前健康

相談２年
･ 修学旅行
･ 教職員胃検診

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 修学旅行前健康調査・アレルギー調査

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査

11

健康を意識し
た生活をしよ
う

･ 保健講話３年 ･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜやインフルエンザの予防

12

冬の健康管理
をしっかりし
よう

･ 世界エイズディー
･ 学校保健委員会
･ 献血
･ 大掃除
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・大掃除の実施状況の点検

１

寒さに向けて
の体力増強を
はかろう

･ 保健講話２年 ･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・雨水の排水溝等、排水の施設・設備の

検査

２

心身の健康生
活を実践しよ
う

･ 学校保健委員会 ･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・ストーブ管理

３
１年間の生活
を振り返り反
省しよう

･ 大掃除
･ 保健講話１年
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康管理・生活指導
･ 新年度の計画

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次年

度への課題整理
・大掃除の実施状況の点検

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教

育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○高等学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

ホームルーム活動 個別・日常指導 生徒会活動

４

保健：１、2 年共に年間を通じて週 1 × 35
〈保健・１年〉「私たちの健康のすがた」
〈保健・２年〉「思春期と健康」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「目、耳のつくりとはたらき」
〈食物・2 年選択〉「食品の取り扱い方、手
洗い・みじたく」

〈保育・3 年選択〉「思春期の健康」

・健康診断の事前
指導（保健調査）

（全学年）
・生命の尊重（１

年）

・健康診断の受け
方

・保健室の利用の
仕方

・組織づくりと
年間計画作成

・係分担
・健康診断補助

・組織づくり（職員保
健部、PT Ａ保健部、
学校保健委員会等）

・職員保健部会
・保健だより等の発行
（毎月）

５

〈保健・1 年〉「健康の考え方」
〈保健・2 年〉「結婚生活と健康①」
〈現社 1.2 年共通〉「福祉社会の充実」「少子
高齢社会」

〈生物ⅠＢ・3 年〉「神経のつくりとはたらき」
〈生物Ⅱ・3 年〉「血液凝固」
〈保育・3 年選択〉「生命の誕生と母体の健康」

・望ましい食習慣
の確立（２年）

・ 望ましい生活リ
ズム

・心身の健康

・歯の衛生週間
について

・健康診断補助

・職員保健部会
・三者面談

６

〈保健・1 年〉「生活習慣病と日常の生活行動」
「喫煙と健康」「飲酒と健康」
〈保健・2 年〉「結婚生活と健康②」
〈現社１・２年共通〉「青年期とは」「私た
ちの生きがい」

・友情と恋愛と結
婚（３年）

・口腔の衛生につ
いて（１年）

・歯肉炎の予防
・手洗いうがいの

励行
・食中毒の予防
・光化学スモッグ

・歯の衛生週間
について

・熱中症予防に
ついて

・職員保健部会
・治療促進の啓発
・保健統計のまとめ
・第１回学校保健委員

会の開催

７
８

〈保健・1 年〉７ 薬物乱用と健康
〈保健・2 年〉６　加齢と健康
〈生物ⅠＢ・3 年〉「脳のつくりとはたらき」
「筋組織のつくりと働き」
〈生物Ⅱ・3 年〉ＨＩＶウイルス
〈生物Ⅱ・3 年〉「免疫」
〈家庭総合・1 年　食物〉「食中毒」

・スポーツと栄養
について（全学
年）

・薬物乱用の防止
（３年）

・夏期における心
身の健康

・男女交際を考え
る

・１学期の反省
・保健だよりの

発行

・職員保健部会
・PTA 保健部会
・普通救命講習会

９

〈保健・1 年〉「医薬品と健康」「感染症の予防」
〈保健・2 年〉「加齢と健康」「保健制度と保
健サービスの活用」

〈現社 1.2 年共通〉「労働問題」「労働環境の整備」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「内部環境としての体液」
「ホルモンによる調節自律神経系による調節」

・生活習慣病とそ
の予防（３年）

・傷害の防止
・応急手当の方法

と実践

・２学期の活動
計画

・目の愛護デー
の計画

・文化祭衛生管
理

・職員保健部会
・夏休みの健康状況把

握
・文化祭衛生指導
・体育祭救護

10

〈保健・1 年〉「エイズとその予防」「健康に
かかわる意思決定・行動選択」

〈保健・2 年〉「医療制度と医療費」「医療機
関と医療サービスの活用」

〈現社 1.2 年共通〉「公害防止と環境保全」
〈生物ⅠＢ・3 年〉〉「代謝嫌気呼吸・呼気呼吸」
〈家庭総合・1 年〉「食品の取り扱い方」

・男女相互の理解
と協力（１年）

・正しいコンタク
トレンズの使い
方

・職員保健部会
・学校保健に関する校

内研修

11

〈保健・1 年〉「欲求と適応機制」「心身の相
関とストレス」

〈保健・2 年〉「大気汚染及び水質汚濁と健康」
〈家庭総合・1 年〉「みんなで育てる」「生命
の誕生」

・安全な生活態度
と規律ある習慣

（２年）

・インフルエンザ
の予防

・手洗い・うがい

・インフルエン
ザ予防ポスタ
ー作成

・職員保健部会

12

〈保健・1 年〉「ストレスの対処」「自己実現」
〈保健・2 年〉「土壌汚染と健康」「健康被害
の防止と環境対策」

〈現社 1.2 年共通〉「豊かに生きる権利」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「地球環境とその保全」

・人権教育講座（全
学年）

・インフルエンザ
の予防

・冬休みの生活

・ 世界エイズデ
ーについて

・保健だよりの
発行

・２学期の反省

・職員保健部会
・第２回学校保健委員

会の開催

１

〈保健・1 年〉「交通事故の現状と要因」「交
通社会における運転者の資質と責任」

〈保健・2 年〉「環境衛生活動のしくみと働き」
「食品衛生活動のしくみと働き」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「地球環境とその保全」

・人間尊重と男女
の平等（２年）

・インフルエンザ
の予防

・インフルエン
ザ予防

・職員保健部会
・冬休みの健康状況把

握

２

〈保健・1 年〉「安全な交通社会づくり」「応
急手当の意義本」

〈保健・2 年〉「食品と環境の保健」「働くこ
とと健康」

〈生物ⅠＢ・２年〉「性と遺伝」

・環境の整備（３
年）

・冬の体力と栄養 ・ウイルス性胃
腸炎について

・職員保健部会
・第３回学校保健委員

会の開催

３
〈保健・1 年〉「心肺蘇生法」「日常的な応急手当」
〈保健・2 年〉「労働災害と健康」「健康な職業生活」
〈生物ⅠＢ・２年〉「変異」

・性感染症につい
て（１年）

・1 年間の健康生
活の反省

・保健だよりの
発行

・健康 1 年間の
反省

・職員保健部会
・１年間のまとめと反

省
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○
学
校
保
健
安
全
法

昭
和
三
十
三
年
四
月
十
日

法

律

第

五

十

六

号

学
校
保
健
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

学
校
保
健
安
全
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等
（
第
四
条

―
第
七
条
）

第
二
節

健
康
相
談
等
（
第
八
条
―
第
十

条
）

第
三
節

健
康
診
断
（
第
十
一
条
―
第
十

八
条
）

第
四
節

感
染
症
の
予
防
（
第
十
九
条
―

第
二
十
一
条
）

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学
校

医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬

剤
師
（
第
二
十
二
条
・
第
二
十

三
条
）

第
六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及
び
国

の
補
助
（
第
二
十
四
条
・
第
二

十
五
条
）

第
三
章

学
校
安
全
（
第
二
十
六
条
―
第
三

十
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二

条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童

生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に

お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て

実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
学
校

教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と

は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い

う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と

は
、
学
校
に
在
学
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒

又
は
学
生
を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に

連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び

安
全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ
効
果
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け

る
保
健
及
び
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及

び
事
例
を
踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
上
の
措
置
そ

の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

２

国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取

組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策

定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
前
項
の

措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等

（
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責

務
）

第
四
条

学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る

学
校
の
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
心
身
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の

施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整

備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
保
健
計
画
の
策
定
等
）

第
五
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
及

び
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
診

断
、
環
境
衛
生
検
査
、
児
童
生
徒
等
に
対
す

る
指
導
そ
の
他
保
健
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
衛
生
基
準
）

第
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
に
お
け
る

換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
、
清
潔
保
持
そ

の
他
環
境
衛
生
に
係
る
事
項
（
学
校
給
食
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
九

条
第
一
項
（
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に

お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
第
七
条
及
び

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
に
お

け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事

項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
及

び
職
員
の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て

「

学

校

環

境
衛

生

基

準
」

と

い

う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準

に
照
ら
し
て
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
適
切
な

環
境
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

校
長
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
照
ら

し
、
学
校
の
環
境
衛
生
に
関
し
適
正
を
欠
く

事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な

く
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対

し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
保
健
室
）

第
七
条

学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
そ
の
他
の
保
健

に
関
す
る
措
置
を
行
う
た
め
、
保
健
室
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

健
康
相
談
等

（
健
康
相
談
）

第
八
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の

心
身
の
健
康
に
関
し
、
健
康
相
談
を
行
う
も

の
と
す
る
。
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（
保
健
指
導
）

第
九
条

養
護
教
諭
そ
の
他
の
職
員
は
、
相
互

に
連
携
し
て
、
健
康
相
談
又
は
児
童
生
徒
等

の
健
康
状
態
の
日
常
的
な
観
察
に
よ
り
、
児

童
生
徒
等
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
健
康

上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
児
童
生
徒
等
に
対
し
て
必
要
な

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
そ

の
保
護
者
（
学
校
教
育
法
第
十
六
条
に
規
定

す
る
保
護
者
を
い
う
。
第
二
十
四
条
及
び
第

三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
必
要

な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
）

第
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
救
急
処
置
、
健

康
相
談
又
は
保
健
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て

は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
学
校
の
所
在
す
る

地
域
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

健
康
診
断

（
就
学
時
の
健
康
診
断
）

第
十
一
条

市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
翌
学
年

の
初
め
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
学
校
に
就
学

さ
せ
る
べ
き
者
で
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
も
の
の
就
学
に
当
た
つ

て
、
そ
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
二
条

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
前
条

の
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
治
療
を
勧

告
し
、
保
健
上
必
要
な
助
言
を
行
い
、
及
び

学
校
教
育
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

義
務
の
猶
予
若
し
く
は
免
除
又
は
特
別
支
援

学
校
へ
の
就
学
に
関
し
指
導
を
行
う
等
適
切

な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
）

第
十
三
条

学
校
に
お
い
て
は
、
毎
学
年
定
期

に
、
児
童
生
徒
等
（
通
信
に
よ
る
教
育
を
受

け
る
学
生
を
除
く
。
）
の
健
康
診
断
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
を

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
健
康

診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
疾
病
の
予
防
処
置

を
行
い
、
又
は
治
療
を
指
示
し
、
並
び
に
運

動
及
び
作
業
を
軽
減
す
る
等
適
切
な
措
置
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
健
康
診
断
）

第
十
五
条

学
校
の
設
置
者
は
、
毎
学
年
定
期

に
、
学
校
の
職
員
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
学
校
の
職
員
の
健
康
診
断
を

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は
、
前
条
の
健
康

診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
治
療
を
指
示
し
、

及
び
勤
務
を
軽
減
す
る
等
適
切
な
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
方
法
及
び
技
術
的
基
準
等
）

第
十
七
条

健
康
診
断
の
方
法
及
び
技
術
的
基

準
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
。

２

第
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
健
康
診
断
の
時
期
及
び
検
査
の
項

目
そ
の
他
健
康
診
断
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、
第
十

一
条
の
健
康
診
断
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
政
令
で
、
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
の
健

康
診
断
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
。

３

前
二
項
の
文
部
科
学
省
令
は
、
健
康
増
進

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
査
等
指
針
と
調

和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
保
健
所
と
の
連
絡
）

第
十
八
条

学
校
の
設
置
者
は
、
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
お
う
と
す
る
場

合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て

は
、
保
健
所
と
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

感
染
症
の
予
防

（
出
席
停
止
）

第
十
九
条

校
長
は
、
感
染
症
に
か
か
つ
て
お

り
、
か
か
つ
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
か

か
る
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
生
徒
等
が
あ
る
と

き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
出

席
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
臨
時
休
業
）

第
二
十
条

学
校
の
設
置
者
は
、
感
染
症
の
予

防
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校

の
全
部
又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
文
部
科
学
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
一
条

前
二
条
（
第
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
及
び
感
染
症
の
予

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

そ
の
他
感
染
症
の
予
防
に
関
し
て
規
定
す
る

法
律
（
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含

む
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
に
お

け
る
感
染
症
の
予
防
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師

（
学
校
保
健
技
師
）

第
二
十
二
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
事

務
局
に
、
学
校
保
健
技
師
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

２

学
校
保
健
技
師
は
、
学
校
に
お
け
る
保
健

管
理
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
学
識

経
験
が
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

学
校
保
健
技
師
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、

学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し
、
専
門
的

技
術
的
指
導
及
び
技
術
に
従
事
す
る
。

（
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤

師
）

第
二
十
三
条

学
校
に
は
、
学
校
医
を
置
く
も

の
と
す
る
。
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２

大
学
以
外
の
学
校
に
は
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
を
置
く
も
の
と
す
る
。

３

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
薬
剤

師
の
う
ち
か
ら
、
任
命
し
、
又
は
委
嘱
す

る
。

４

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

は
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
す
る
専

門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指
導
に
従
事

す
る
。

５

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
職
務
執
行
の
準
則
は
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
。第

六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及

び
国
の
補
助

（
地
方
公
共
団
体
の
援
助
）

第
二
十
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
設
置

す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若

し
く
は
中
学
部
の
児
童
又
は
生
徒
が
、
感
染

性
又
は
学
習
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ

る
疾
病
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
り
、

学
校
に
お
い
て
治
療
の
指
示
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
で
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し

て
、
そ
の
疾
病
の
治
療
の
た
め
の
医
療
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
も

の
と
す
る
。

一

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
要
保
護
者

二

生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て

い
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の

（
国
の
補
助
）

第
二
十
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
前
条

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

対
し
て
援
助
を
行
う
場
合
に
は
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
援
助
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
を
行
う
場

合
の
補
助
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
。第

三
章

学
校
安
全

（
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責

務
）

第
二
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
そ
の
設
置

す
る
学
校
に
お
い
て
、
事
故
、
加
害
行
為
、

災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第

三
項
に
お
い
て
「
事
故
等
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
児
童
生
徒
等
に
生
ず
る
危
険
を
防
止

し
、
及
び
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危

険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
学
校
の
施
設

及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充

実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
七
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検
、
児
童
生
徒

等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の

他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指

導
、
職
員
の
研
修
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安

全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定

し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
の
安
全
の
確
保
）

第
二
十
八
条

校
長
は
、
当
該
学
校
の
施
設
又

は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の

確
保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改

善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又

は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の

旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等
）

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い

て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具

体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領

（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
対
処
要

領
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す

る
。

２

校
長
は
、
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職

員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の

危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が
適
切
に
対

処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

３

学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童

生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
児
童
生
徒
等
及
び
当
該
事
故
等
に
よ
り

心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す

る
影
響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関

係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
）

第
三
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等

の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等

の
保
護
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
当

該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他

の
関
係
機
関
、
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団

体
、
当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と

の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
学
校
の
設
置
者
の
事
務
の
委
任
）

第
三
十
一
条

学
校
の
設
置
者
は
、
他
の
法
律

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の

法
律
に
基
づ
き
処
理
す
べ
き
事
務
を
校
長
に

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
修
学
校
の
保
健
管
理
等
）

第
三
十
二
条

専
修
学
校
に
は
、
保
健
管
理
に

関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指
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導
を
行
う
医
師
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

専
修
学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
等
を
行
う
た

め
、
保
健
室
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
か
ら

第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
一
条

ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規

定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。

附

則

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
中
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
は
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
か

ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
同
年
六
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
五
〇
年
七
月
一
一
日

法
律
第
五
九
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
五
三
年
三
月
三
一
日

法
律
第
一
四
号
）

抄

１

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定

中
学
校
保
健
法
第
八
条
第
二
項
を
削
る
改
正

規
定
、
同
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の

改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規

定
、
第
十
七
条
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
第

二
項
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
三
項

の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
二
日

法
律
第
九
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

則

（
平
成
一
〇
年
六
月
一
二
日

法
律
第
一
〇
一
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
日

法
律
第
一
一
四
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二

日
法
律
第
一
六
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を

除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら

施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
四
年
八
月
二
日
法
律

第
一
〇
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
九
条
及
び
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま

で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日

法
律
第
二
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日

法
律
第
八
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
六
月
二
七
日

法
律
第
九
六
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日

法
律
第
七
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
日

政

令

第

百

七

十

四

号

学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

（
就
学
時
の
健
康
診
断
の
時
期
）

第
一
条

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年

法
律

第

五
十

六

号

。

以

下

「

法
」
と

い

う
。
）
第
十
一
条
の
健
康
診
断
（
以
下
「
就

学
時
の
健
康
診
断
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校

教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三

百
四
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
学
齢
簿

が
作
成
さ
れ
た
後
翌
学
年
の
初
め
か
ら
四
月

前
（
同
令
第
五
条
、
第
七
条
、
第
十
一
条
、

第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
八
条
の
二

に
規
定
す
る
就
学
に
関
す
る
手
続
の
実
施
に

支
障
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
月
前
）

ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
の

教
育
委
員
会
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

た
就
学
時
の
健
康
診
断
の
実
施
日
の
翌
日
以

後
に
当
該
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
作
成
し

た
学
齢
簿
に
新
た
に
就
学
予
定
者
（
学
校
教

育
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就

学
予
定
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
記
載
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
就
学
予
定
者
が
他
の
市
町
村
の
教
育
委

員
会
が
行
う
就
学
時
の
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
と
き
は
、
当
該
就
学
予
定
者
に
つ
い

て
、
速
や
か
に
就
学
時
の
健
康
診
断
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
二
条

就
学
時
の
健
康
診
断
に
お
け
る
検
査

の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

栄
養
状
態

二

脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有

せ
き

無
三

視
力
及
び
聴
力

四

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

五

耳
鼻
咽
頭
疾
患
及
び
皮
膚
疾
患
の
有
無

い
ん

六

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

七

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

（
保
護
者
へ
の
通
知
）

第
三
条

市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
就
学
時
の

健
康
診
断
を
行
う
に
当
た
つ
て
、
あ
ら
か
じ

め
、
そ
の
日
時
、
場
所
及
び
実
施
の
要
領
等

を
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
者
の
学
校
教
育

法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
（
以
下
「
保
護

者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
就
学
時
健
康
診
断
票
）

第
四
条

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
就
学
時

の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
就
学
時
健
康

診
断
票
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
翌
学
年
の
初

め
か
ら
十
五
日
前
ま
で
に
、
就
学
時
健
康
診

断
票
を
就
学
時
の
健
康
診
断
を
受
け
た
者
の

入
学
す
る
学
校
の
校
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
保
健
所
と
連
絡
す
べ
き
場
合
）

第
五
条

法
第
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
場
合

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
停
止

が
行
わ
れ
た
場
合

二

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休

業
を
行
つ
た
場
合

（
出
席
停
止
の
指
示
）

第
六
条

校
長
は
、
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ

り
出
席
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
理
由
及
び
期
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
幼

児
、
児
童
又
は
生
徒
（
高
等
学
校
（
中
等
教

育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
生
徒
を

除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
保
護
者
に
、
高

等
学
校
の
生
徒
又
は
学
生
に
あ
つ
て
は
当
該

生
徒
又
は
学
生
に
こ
れ
を
指
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

出
席
停
止
の
期
間
は
、
感
染
症
の
種
類
等

に
応
じ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準

に
よ
る
。

（
出
席
停
止
の
報
告
）

第
七
条

校
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
示
を
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
学
校
の

設
置
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
感
染
性
又
は
学
習
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ

れ
の
あ
る
疾
病
）

第
八
条

法
第
二
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
疾

病
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ト
ラ
コ
ー
マ
及
び
結
膜
炎

二

白
癬
、
疥
癬
及
び
膿
痂
疹

せ
ん

か
い
せ
ん

の

う

か

し

ん

三

中
耳
炎

四

慢
性
副
鼻
腔
炎
及
び
ア
デ
ノ
イ
ド

く
う

五

齲
歯

う

六

寄
生
虫
病
（
虫
卵
保
有
を
含
む
。
）

（
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
者
）

第
九
条

法
第
二
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定

め
る
者
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
（
小
学

校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中

学
部
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
教
育
委
員
会
が
、
生
活
保
護
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
（
以
下
「
要
保

護
者
」
と
い
う
。
）
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
と
認
め
る
者
と
す
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
認
定

を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
社
会
福

祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
の
長
及
び

民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九

十
八
号
）
に
定
め
る
民
生
委
員
に
対
し
て
、

助
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
助
の
基
準
）

第
十
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
国
の
補
助
は
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に

よ
る
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
援
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助
に
要
す
る
経
費
の
額
の
二
分
の
一
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
学
校
及

び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学

部
の
別
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
が
毎
年
度

定
め
る
児
童
及
び
生
徒
一
人
一
疾
病
当
た
り

の
医
療
費
の
平
均
額
に
、
都
道
府
県
に
係
る

場
合
に
あ
つ
て
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
文
部

科
学
大
臣
が
当
該
都
道
府
県
に
配
分
し
た
児

童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
、
市
町
村
に
係
る
場
合
に
あ

つ
て
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
が
当
該
市
町
村
に
配
分
し
た
児

童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
の
二
分
の
一
を
限
度
と
す

る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
毎
年
度
、
別
表
イ
に

掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
小
学
校
及
び

中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部

の
児
童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
各
都

道
府
県
に
配
分
し
、
そ
の
配
分
し
た
数
を
各

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
度
、

文
部
科
学
大
臣
が
、
別
表
ロ
に
掲
げ
る
算
式

に
よ
り
算
定
し
た
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び

に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び

生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
基
準
と
し
て
各
都

道
府
県
ご
と
に
定
め
た
児
童
及
び
生
徒
の
被

患
者
の
延
数
を
、
各
市
町
村
立
の
小
学
校
及

び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学

部
の
児
童
及
び
生
徒
の
う
ち
教
育
扶
助
を
受

け
て
い
る
者
の
数
を
勘
案
し
て
、
各
市
町
村

に
配
分
し
、
そ
の
配
分
し
た
数
を
文
部
科
学

大
臣
及
び
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治

法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法

定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
専
修
学
校
へ
の
準
用
）

第
十
一
条

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定

は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
法
第

十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
を
専
修
学
校

に
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
二
号
中
「
法

第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
」

と
、
第
六
条
第
一
項
中
「
幼
児
、
児
童
又
は

生
徒
（
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期

課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
生
徒
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
そ
の
保
護
者
に
、
高
等
学
校
の
生

徒
又
は
学
生
に
あ
つ
て
は
当
該
生
徒
又
は
学

生
」
と
あ
る
の
は
、
「
生
徒
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

別
表
（
略
）
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○
学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
三
日

文

部

省

令

第

十

八

号

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則

目
次第

一
章

環
境
衛
生
検
査
等
（
第
一
条
・
第

二
条
）

第
二
章

健
康
診
断

第
一
節

就
学
時
の
健
康
診
断
（
第
三
条

・
第
四
条
）

第
二
節

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
（
第

五
条
―
第
十
一
条
）

第
三
節

職
員
の
健
康
診
断
（
第
十
二
条

―
第
十
七
条
）

第
三
章

感
染
症
の
予
防
（
第
十
八
条
―
第

二
十
一
条
）

第
四
章

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準
則
（
第

二
十
二
条
―
第
二
十
四
条
）

第
五
章

国
の
補
助
（
第
二
十
五
条
―
第
二

十
七
条
）

第
六
章

安
全
点
検
等
（
第
二
十
八
条
・
第

二
十
九
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
三
十
条
）

附
則

第
一
章

環
境
衛
生
検
査
等

（
環
境
衛
生
検
査
）

第
一
条

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年

法
律

第

五
十

六
号
。
以
下

「
法
」
と

い

う
。
）
第
五
条
の
環
境
衛
生
検
査
は
、
他
の

法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎
学
年
定
期

に
、
法
第
六
条
に
規
定
す
る
学
校
環
境
衛
生

基
準
に
基
づ
き
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
環
境
衛
生
検
査
を
行
う
も
の

と
す
る
。

（
日
常
に
お
け
る
環
境
衛
生
）

第
二
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
環
境
衛

生
検
査
の
ほ
か
、
日
常
的
な
点
検
を
行
い
、

環
境
衛
生
の
維
持
又
は
改
善
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

健
康
診
断

第
一
節

就
学
時
の
健
康
診
断

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
三
条

法
第
十
一
条
の
健
康
診
断
の
方
法
及

び
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検

査
の
項
目
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

お
り
と
す
る
。

一

栄
養
状
態
は
、
皮
膚
の
色
沢
、
皮
下
脂

肪
の
充
実
、
筋
骨
の
発
達
、
貧
血
の
有
無

等
に
つ
い
て
検
査
し
、
栄
養
不
良
又
は
肥

満
傾
向
で
特
に
注
意
を
要
す
る
者
の
発
見

に
つ
と
め
る
。

二

脊
柱
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、
形

せ
き

態
等
に
つ
い
て
検
査
し
、
側
わ
ん
症
等
に

注
意
す
る
。

三

胸
郭
の
異
常
の
有
無
は
、
形
態
及
び
発

育
に
つ
い
て
検
査
す
る
。

四

視
力
は
、
国
際
標
準
に
準
拠
し
た
視
力

表
を
用
い
て
左
右
各
別
に
裸
眼
視
力
を
検

査
し
、
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
場
合

の

矯

正
視
力
に
つ
い
て
も
検
査
す
る
。

き
よ
う

五

聴
力
は
、
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
を
用
い
て

検
査
し
、
左
右
各
別
に
聴
力
障
害
の
有
無

を
明
ら
か
に
す
る
。

六

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、
伝
染

性
眼
疾
患
そ
の
他
の
外
眼
部
疾
患
及
び
眼

位
の
異
常
等
に
注
意
す
る
。

七

耳
鼻
咽
頭
疾
患
の
有
無
は
、
耳
疾
患
、

い
ん

鼻
・
副
鼻
腔
疾
患
、
口
腔
咽
喉
頭
疾
患
及

く
う

こ
う
く
う
い
ん
こ
う

び
音
声
言
語
異
常
等
に
注
意
す
る
。

八

皮
膚
疾
患
の
有
無
は
、
伝
染
性
皮
膚
疾

患
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
に
よ
る
皮
膚
の

状
態
に
注
意
す
る
。

九

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

は
、
齲
歯
、
歯
周
疾
患
、
不
正
咬
合
そ
の

う

こ
う

他
の
疾
病
及
び
異
常
に
つ
い
て
検
査
す

る
。

十

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、

知
能
及
び
呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、

神
経
系
等
に
つ
い
て
検
査
す
る
も
の
と

し
、
知
能
に
つ
い
て
は
適
切
な
検
査
に
よ

つ
て
知
的
障
害
の
発
見
に
つ
と
め
、
呼
吸

器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
神
経
系
等
に
つ

い
て
は
臨
床
医
学
的
検
査
そ
の
他
の
検
査

に
よ
つ
て
結
核
疾
患
、
心
臓
疾
患
、
腎
臓

じ
ん

疾
患
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
言
語
障
害
、
精
神
神

経
症
そ
の
他
の
精
神
障
害
、
骨
、
関
節
の

異
常
及
び
四
肢
運
動
障
害
等
の
発
見
に
つ

と
め
る
。

（
就
学
時
健
康
診
断
票
）

第
四
条

学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

（
昭
和
三

十
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就

学
時
健
康
診
断
票
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式

と
す
る
。第

二
節

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断

（
時
期
）

第
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断

は
、
毎
学
年
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
つ
て
当
該
期
日
に
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
者
に
対

し
て
は
、
そ
の
事
由
の
な
く
な
つ
た
後
す
み

や
か
に
健
康
診
断
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

第
一
項
の
健
康
診
断
に
お
け
る
結
核
の
有

無
の
検
査
に
お
い
て
結
核
発
病
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
者
（
第
六
条
第
三
項
第

四
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
六
か
月
の
後
に
再
度
結
核
の

有
無
の
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
六
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断
に

お
け
る
検
査
の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

身
長
、
体
重
及
び
座
高

二

栄
養
状
態

三

脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有

せ
き

無
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四

視
力
及
び
聴
力

五

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

六

耳
鼻
咽
頭
疾
患
及
び
皮
膚
疾
患
の
有
無

い
ん

七

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

八

結
核
の
有
無

九

心
臓
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

十

尿

十
一

寄
生
虫
卵
の
有
無

十
二

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
胸
囲

及
び
肺
活
量
、
背
筋
力
、
握
力
等
の
機
能

を
、
検
査
の
項
目
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
の
検
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
年
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。

一

小
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
七
条
第
六
項
及

び
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
学

年
二

中
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

及
び
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
第
六
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
全
学
年

三

高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課

程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
第
六
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
高
等
専
門
学
校
の

第
一
学
年

四

大
学
の
第
一
学
年

４

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
の
う

ち
、
小
学
校
の
第
四
学
年
及
び
第
六
学
年
、

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
第
二
学
年
並
び
に

高
等
専
門
学
校
の
第
二
学
年
及
び
第
四
学
年

に
お
い
て
は
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

聴
力
を
、
小
学
校
の
第
四
学
年
以
上
の
学
年

並
び
に
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門

学
校
の
全
学
年
に
お
い
て
は
第
十
一
号
に
掲

げ
る
も
の
を
、
大
学
に
お
い
て
は
第
一
号
、

第
三
号
、
第
四
号
、
第
七
号
、
第
十
号
及
び

第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
（
第
一
号
に
あ
つ

て
は
、
座
高
に
限
る
。
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検

査
の
項
目
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
七
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断
の

方
法
及
び
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
項

か
ら
第
九
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
三
条
の
規
定
（
同
条
第
十
号
中
知
能
に
関

す
る
部
分
を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
号
中
「
検
査
す

る
。
」
と
あ
る
の
は
「
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
者
の
裸
眼
視
力

の
検
査
は
こ
れ
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
一
項
第
一
号
の
身
長
は
、
た
び
、

靴
下
等
を
脱
ぎ
、
両
か
か
と
を
密
接
し
、

く
つ背

、
臀
部
及
び
か
か
と
を
身
長
計
の
尺
柱
に

で
ん

接
し
て
直
立
し
、
両
上
肢
を
体
側
に
垂
れ
、

し

頭
部
を
正
位
に
保
た
せ
て
測
定
す
る
。

３

前
条
第
一
項
第
一
号
の
体
重
は
、
衣
服
を

脱
ぎ
、
体
重
計
の
は
か
り
台
の
中
央
に
静
止

さ
せ
て
測
定
す
る
。
た
だ
し
、
衣
服
を
着
た

ま
ま
測
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
衣
服
の
重
量

を
控
除
す
る
。

４

前
条
第
一
項
第
一
号
の
座
高
は
、
背
及
び

臀
部
を
座
高
計
の
尺
柱
に
接
し
て
腰
掛
に
正

で
ん座

し
、
両
上
肢
を
体
側
に
垂
れ
、
頭
部
を
正

し

位
に
保
た
せ
て
測
定
す
る
。

５

前
条
第
一
項
第
八
号
の
結
核
の
有
無
は
、

問
診
、
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
、
喀
痰
検
査
、
聴

か
く

診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
に
よ
つ
て
検

査
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
技
術
的
基
準
は
、

次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

前
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該

当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
問
診
を
行
う
も

の
と
す
る
。

二

前
条
第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該

当
す
る
者
（
結
核
患
者
及
び
結
核
発
病
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
者
を

除
く
。
）
に
対
し
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
間

接
撮
影
を
行
う
も
の
と
す
る
。

三

第
一
号
の
問
診
を
踏
ま
え
て
学
校
医
そ

の
他
の
担
当
の
医
師
に
お
い
て
必
要
と
認

め
る
者
で
あ
つ
て
、
結
核
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
等
の
意
見
に
よ
り
、
当

該
者
の
在
学
す
る
学
校
の
設
置
者
に
お
い

て
必
要
と
認
め
る
も
の
に
対
し
て
は
、
エ

ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影
、
喀
痰
検
査
そ
の
他

か
く

の
必
要
な
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四

第
二
号
の
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ

つ
て
病
変
の
発
見
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
疑

い
の
あ
る
者
、
結
核
患
者
並
び
に
結
核
発

病
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る

者
に
対
し
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影

及
び
喀
痰
検
査
を
行
い
、
更
に
必
要
に
応

か
く

じ
聴
診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
を
行

う
。

６

前
条
第
一
項
第
九
号
の
心
臓
の
疾
病
及
び

異
常
の
有
無
は
、
心
電
図
検
査
そ
の
他
の
臨

床
医
学
的
検
査
に
よ
つ
て
検
査
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
（
特
別
支
援
学
校

の
幼
稚
部
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
全
幼
児
、
小
学
校
の
第
二
学
年

以
上
の
児
童
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
第

二
学
年
以
上
の
生
徒
、
高
等
専
門
学
校
の
第

二
学
年
以
上
の
学
生
並
び
に
大
学
の
全
学
生

に
つ
い
て
は
、
心
電
図
検
査
を
除
く
こ
と
が

で
き
る
。

７

前
条
第
一
項
第
十
号
の
尿
は
、
尿
中
の
蛋た

ん

白
、
糖
等
に
つ
い
て
試
験
紙
法
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
糖

の
検
査
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
条
第
一
項
第
十
一
号
の
寄
生
虫
卵
の
有

無
は
、
直
接
塗
沫
法
に
よ
つ
て
検
査
す
る
も

の
と
し
、
特
に
十
二
指
腸
虫
卵
又
は

蟯

虫
卵

ぎ
よ
う

の
有
無
の
検
査
を
行
う
場
合
は
、
十
二
指
腸

虫
卵
に
あ
つ
て
は
集
卵
法
に
よ
り
、

蟯

虫
卵

ぎ
よ
う

に
あ
つ
て
は
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
法
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

９

身
体
計
測
、
視
力
及
び
聴
力
の
検
査
、
問
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診
、
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
、
尿
の
検
査
、
寄
生

虫
卵
の
有
無
の
検
査
そ
の
他
の
予
診
的
事
項

に
属
す
る
検
査
は
、
学
校
医
又
は
学
校
歯
科

医
に
よ
る
診
断
の
前
に
実
施
す
る
も
の
と

し
、
学
校
医
又
は
学
校
歯
科
医
は
、
そ
れ
ら

の
検
査
の
結
果
及
び
第
十
一
条
の
保
健
調
査

を
活
用
し
て
診
断
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

（
健
康
診
断
票
）

第
八
条

学
校
に
お
い
て
は
、
法
第
十
三
条
第

一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
児
童

生
徒
等
の
健
康
診
断
票
を
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

校
長
は
、
児
童
又
は
生
徒
が
進
学
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児

童
又
は
生
徒
の
健
康
診
断
票
を
進
学
先
の
校

長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

校
長
は
、
児
童
生
徒
等
が
転
学
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児
童

生
徒
等
の
健
康
診
断
票
を
転
学
先
の
校
長
に

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
票
は
、
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
児
童
又

は
生
徒
の
健
康
診
断
票
は
、
当
該
健
康
診
断

票
に
係
る
児
童
又
は
生
徒
が
進
学
前
の
学
校

を
卒
業
し
た
日
か
ら
五
年
間
と
す
る
。

（
事
後
措
置
）

第
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
法
第
十
三
条
第

一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
二
十

一
日
以
内
に
そ
の
結
果
を
幼
児
、
児
童
又
は

生
徒
に
あ
つ
て
は
当
該
幼
児
、
児
童
又
は
生

徒
及
び
そ
の
保
護
者
（
学
校
教
育
法

（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
に

規
定
す
る
保
護
者
を
い
う
。
）
に
、
学
生
に

あ
つ
て
は
当
該
学
生
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
次
の
各
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
法

第
十
四
条
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

疾
病
の
予
防
処
置
を
行
う
こ
と
。

二

必
要
な
医
療
を
受
け
る
よ
う
指
示
す
る

こ
と
。

三

必
要
な
検
査
、
予
防
接
種
等
を
受
け
る

よ
う
指
示
す
る
こ
と
。

四

療
養
の
た
め
必
要
な
期
間
学
校
に
お
い

て
学
習
し
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

五

特
別
支
援
学
級
へ
の
編
入
に
つ
い
て
指

導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

六

学
習
又
は
運
動
・
作
業
の
軽
減
、
停

止
、
変
更
等
を
行
う
こ
と
。

七

修
学
旅
行
、
対
外
運
動
競
技
等
へ
の
参

加
を
制
限
す
る
こ
と
。

八

机
又
は
腰
掛
の
調
整
、
座
席
の
変
更
及

び
学
級
の
編
制
の
適
正
を
図
る
こ
と
。

九

そ
の
他
発
育
、
健
康
状
態
等
に
応
じ
て

適
当
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
結
核
の
有
無
の

検
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
に
つ
い
て
は
、

当
該
健
康
診
断
に
当
た
つ
た
学
校
医
そ
の
他

の
医
師
が
別
表
第
一
に
定
め
る
生
活
規
正
の

面
及
び
医
療
の
面
の
区
分
を
組
み
合
わ
せ
て

決
定
す
る
指
導
区
分
に
基
づ
い
て
、
と
る
も

の
と
す
る
。

（
臨
時
の
健
康
診
断
）

第
十
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
健
康
診
断

は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
場
合
で
必
要
が
あ

る
と
き
に
、
必
要
な
検
査
の
項
目
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一

感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
し
た
と

き
。

二

風
水
害
等
に
よ
り
感
染
症
の
発
生
の
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
。

三

夏
季
に
お
け
る
休
業
日
の
直
前
又
は
直

後
四

結
核
、
寄
生
虫
病
そ
の
他
の
疾
病
の
有

無
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
必
要
の
あ
る
と

き
。

五

卒
業
の
と
き
。

（
保
健
調
査
）

第
十
一
条

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
を
的
確

か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
当
該
健
康
診

断
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
小
学
校
に
お
い

て
は
入
学
時
及
び
必
要
と
認
め
る
と
き
、
小

学
校
以
外
の
学
校
に
お
い
て
は
必
要
と
認
め

る
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
児
童
生
徒
等
の
発

育
、
健
康
状
態
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
も

の
と
す
る
。

第
三
節

職
員
の
健
康
診
断

（
時
期
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の

は
、
「
学
校
の
設
置
者
が
定
め
る
適
切
な
時

期
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
十
三
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

に
お
け
る
検
査
の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

身
長
、
体
重
及
び
腹
囲

二

視
力
及
び
聴
力

三

結
核
の
有
無

四

血
圧

五

尿

六

胃
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

七

貧
血
検
査

八

肝
機
能
検
査

九

血
中
脂
質
検
査

十

血
糖
検
査

十
一

心
電
図
検
査

十
二

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

２

妊
娠
中
の
女
性
職
員
に
お
い
て
は
、
前
項

第
六
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
を
除
く
も
の

と
す
る
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
の
う

ち
、
二
十
歳
以
上
の
職
員
に
お
い
て
は
第
一

号
の
身
長
を
、
三
十
五
歳
未
満
の
職
員
及
び

三
十
六
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
職
員
、
妊
娠

中
の
女
性
職
員
そ
の
他
の
職
員
で
あ
つ
て
腹

囲
が
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
反
映
し
て
い
な
い

と
診
断
さ
れ
た
も
の
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
次
の
算
式
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に

よ

り

算

出

し
た

値
を

い

う

。

以

下

同

じ
。
）
が
二
十
未
満
で
あ
る
職
員
並
び
に
自

ら
腹
囲
を
測
定
し
、
そ
の
値
を
申
告
し
た
職

員
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
二
十
二
未
満
で
あ
る
職
員
に

限
る
。
）
に
お
い
て
は
第
一
号
の
腹
囲
を
、

四
十
歳
未
満
の
職
員
に
お
い
て
は
第
六
号
に

掲
げ
る
も
の
を
、
三
十
五
歳
未
満
の
職
員
及

び
三
十
六
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
職
員
に
お

い
て
は
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
の
項
目
か
ら
除
く
こ

と
が
で
き
る
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
ｋ
ｇ
）
／
身
長
（
ｍ
）
２

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
十
四
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

の
方
法
及
び
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
次

項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
第
三
条
（
同
条
第
十
号
中
知
能
に
関
す

る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
条
第
一
項
第
二
号
の
聴
力
は
、
千
ヘ
ル

ツ
及
び
四
千
ヘ
ル
ツ
の
音
に
係
る
検
査
を
行

う
。
た
だ
し
、
四
十
五
歳
未
満
の
職
員
（
三

十
五
歳
及
び
四
十
歳
の
職
員
を
除
く
。
）
に

お
い
て
は
、
医
師
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
条
第
一
項
第
三
号
の
結
核
の
有
無
は
、

エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ
り
検
査
す
る
も

の
と
し
、
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ
つ
て

病
変
の
発
見
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
疑
い
の
あ

る
者
、
結
核
患
者
並
び
に
結
核
発
病
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て

は
、
エ
ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影
及
び
喀
痰
検
査

か
く
た
ん

を
行
い
、
更
に
必
要
に
応
じ
聴
診
、
打
診
そ

の
他
必
要
な
検
査
を
行
う
。

４

前
条
第
一
項
第
四
号
の
血
圧
は
、
水
銀
血

圧
計
を
用
い
、
聴
診
法
で
測
定
す
る
も
の
と

す
る
。

５

前
条
第
一
項
第
五
号
の
尿
は
、
尿
中
の
蛋た

ん

白
及
び
糖
に
つ
い
て
試
験
紙
法
に
よ
り
検
査

す
る
。

６

前
条
第
一
項
第
六
号
の
胃
の
疾
病
及
び
異

常
の
有
無
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ

り
検
査
す
る
も
の
と
し
、
癌
そ
の
他
の
疾
病

が
ん

及
び
異
常
の
発
見
に
努
め
る
。

７

前
条
第
一
項
第
七
号
の
貧
血
検
査
は
、
血

色
素
量
及
び
赤
血
球
数
の
検
査
を
行
う
。

８

前
条
第
一
項
第
八
号
の
肝
機
能
検
査
は
、

血
清
グ
ル
タ
ミ
ッ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
、
血
清

グ
ル
タ
ミ
ッ
ク
ピ
ル
ビ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ

ナ
ー
ゼ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
及
び
ガ
ン
マ
―
グ
ル
タ

ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
（
γ
―
Ｇ
Ｔ

Ｐ
）
の
検
査
を
行
う
。

９

前
条
第
一
項
第
九
号
の
血
中
脂
質
検
査

は
、
低
比
重
リ
ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

た
ん

（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
、
高
比
重
リ

ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

た
ん

テ
ロ
ー
ル
）
及
び
血
清
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド

の
量
の
検
査
を
行
う
。

（
健
康
診
断
票
）

第
十
五
条

学
校
の
設
置
者
は
、
法
第
十
五
条

第
一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
第

二
号
様
式
に
よ
つ
て
、
職
員
健
康
診
断
票
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
当
該
学
校
の
職
員
が

そ
の
管
理
す
る
学
校
か
ら
他
の
学
校
へ
移
つ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当

該
職
員
の
健
康
診
断
票
を
異
動
後
の
学
校
の

設
置
者
へ
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

職
員
健
康
診
断
票
は
、
五
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
後
措
置
）

第
十
六
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

に
当
た
つ
た
医
師
は
、
健
康
に
異
常
が
あ
る

と
認
め
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果

を
総
合
し
、
か
つ
、
そ
の
職
員
の
職
務
内
容

及
び
勤
務
の
強
度
を
考
慮
し
て
、
別
表
第
二

に
定
め
る
生
活
規
正
の
面
及
び
医
療
の
面
の

区
分
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導
区
分
を
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

医
師
が
行
つ
た
指
導
区
分
に
基
づ
き
、
次
の

基
準
に
よ
り
、
法
第
十
六
条
の
措
置
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
Ａ
」

休
暇
又
は
休
職
等
の
方
法
で
療
養

の
た
め
必
要
な
期
間
勤
務
さ
せ
な
い
こ

と
。

「
Ｂ
」

勤
務
場
所
又
は
職
務
の
変
更
、
休

暇
に
よ
る
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
方
法

で
勤
務
を
軽
減
し
、
か
つ
、
深
夜
勤

務
、
超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
及
び
宿
日

直
勤
務
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

「
Ｃ
」

超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
及
び
宿
日

直
勤
務
を
さ
せ
な
い
か
又
は
こ
れ
ら
の

勤
務
を
制
限
す
る
こ
と
。

「
Ｄ
」

勤
務
に
制
限
を
加
え
な
い
こ
と
。

「
１
」

必
要
な
医
療
を
受
け
る
よ
う
指
示

す
る
こ
と
。

「
２
」

必
要
な
検
査
、
予
防
接
種
等
を
受

け
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
。

「
３
」

医
療
又
は
検
査
等
の
措
置
を
必
要

と
し
な
い
こ
と
。

（
臨
時
の
健
康
診
断
）

第
十
七
条

法
第
十
五
条
第
二
項
の
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
、
第
十
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

第
三
章

感
染
症
の
予
防

（
感
染
症
の
種
類
）

第
十
八
条

学
校
に
お
い
て
予
防
す
べ
き
感
染

症
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
種

エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ク
リ
ミ
ア

・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
、
痘
そ

う
、
南
米
出
血
熱
、
ペ
ス

ト
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
、
ラ

ッ
サ
熱
、
急
性
灰
白
髄
炎
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
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ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ

属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ

ル
ス
で
あ
つ
て
そ
の
血
清
亜

型
が
Ｈ
五
Ｎ
一
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
次
号
及
び
第
十
九

条
第
一
項
第
二
号
イ
に
お
い

て
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（

Ｈ

五

Ｎ

一

）

」

と

い

う
。
）

二

第
二
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）

を
除
く
。
）
、
百
日
咳
、
麻

せ
き

し
ん
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、

せ
ん

風
し
ん
、
水
痘
、
咽
頭
結
膜

い
ん

熱
及
び
結
核

三

第
三
種

コ
レ
ラ
、
細
菌
性
赤
痢
、
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
、

腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、

流
行
性
角
結
膜
炎
、
急
性
出

血
性
結
膜
炎
そ
の
他
の
感
染

症

２

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
七
項
か
ら
第
九
項

ま
で
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
、
指
定
感
染
症
及
び
新
感
染
症
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
種
の
感

染
症
と
み
な
す
。

（
出
席
停
止
の
期
間
の
基
準
）

第
十
九
条

令
第
六
条
第
二
項
の
出
席
停
止
の

期
間
の
基
準
は
、
前
条
の
感
染
症
の
種
類
に

従
い
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
種
の
感
染
症
に
か
か
つ
た
者
に
つ

い
て
は
、
治
癒
す
る
ま
で
。

二

第
二
種
の
感
染
症
（
結
核
を
除
く
。
）

に
か
か
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
期

間
。
た
だ
し
、
病
状
に
よ
り
学
校
医
そ
の

他
の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ
が
な

い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

イ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
を
除
く
。
）
に
あ

つ
て
は
、
解
熱
し
た
後
二
日
を
経
過
す

る
ま
で
。

ロ

百
日
咳
に
あ
つ
て
は
、
特
有
の
咳
が

せ
き

せ
き

消
失
す
る
ま
で
。

ハ

麻
し
ん
に
あ
つ
て
は
、
解
熱
し
た
後

三
日
を
経
過
す
る
ま
で
。

ニ

流
行
性
耳
下
腺
炎
に
あ
つ
て
は
、
耳

せ
ん

下
腺
の
腫
脹
が
消
失
す
る
ま
で
。

せ
ん

し
ゆ

ホ

風
し
ん
に
あ
つ
て
は
、
発
し
ん
が
消

失
す
る
ま
で
。

ヘ

水
痘
に
あ
つ
て
は
、
す
べ
て
の
発
し

ん
が
痂
皮
化
す
る
ま
で
。

か

ト

咽
頭
結
膜
熱
に
あ
つ
て
は
、
主
要
症

い
ん

状
が
消
退
し
た
後
二
日
を
経
過
す
る
ま

で
。

三

結
核
及
び
第
三
種
の
感
染
症
に
か
か
つ

た
者
に
つ
い
て
は
、
病
状
に
よ
り
学
校
医

そ
の
他
の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ

が
な
い
と
認
め
る
ま
で
。

四

第
一
種
若
し
く
は
第
二
種
の
感
染
症
患

者
の
あ
る
家
に
居
住
す
る
者
又
は
こ
れ
ら

の
感
染
症
に
か
か
つ
て
お
る
疑
い
が
あ
る

者
に
つ
い
て
は
、
予
防
処
置
の
施
行
の
状

況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
学
校
医
そ
の
他

の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
る
ま
で
。

五

第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
が
発
生

し
た
地
域
か
ら
通
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
発
生
状
況
に
よ
り
必
要
と
認
め

た
と
き
、
学
校
医
の
意
見
を
聞
い
て
適
当

と
認
め
る
期
間
。

六

第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
の
流
行

地
を
旅
行
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状

況
に
よ
り
必
要
と
認
め
た
と
き
、
学
校
医

の
意
見
を
聞
い
て
適
当
と
認
め
る
期
間
。

（
出
席
停
止
の
報
告
事
項
）

第
二
十
条

令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告

は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て

す
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
の
名
称

二

出
席
を
停
止
さ
せ
た
理
由
及
び
期
間

三

出
席
停
止
を
指
示
し
た
年
月
日

四

出
席
を
停
止
さ
せ
た
児
童
生
徒
等
の
学

年
別
人
員
数

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

（
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
細
目
）

第
二
十
一
条

校
長
は
、
学
校
内
に
お
い
て
、

感
染
症
に
か
か
つ
て
お
り
、
又
は
か
か
つ
て

い
る
疑
い
が
あ
る
児
童
生
徒
等
を
発
見
し
た

場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

学
校
医
に
診
断
さ
せ
、
法
第
十
九
条
の
規
定

に
よ
る
出
席
停
止
の
指
示
を
す
る
ほ
か
、
消

毒
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
す
る
も
の
と
す

る
。

２

校
長
は
、
学
校
内
に
、
感
染
症
の
病
毒
に

汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
疑
い
が
あ
る
物
件

が
あ
る
と
き
は
、
消
毒
そ
の
他
適
当
な
処
置

を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
附
近
に
お
い

て
、
第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
が
発
生

し
た
と
き
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
適
当
な
清

潔
方
法
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
章

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の

準
則

（
学
校
医
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
二
条

学
校
医
の
職
務
執
行
の
準
則

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

学
校
の
環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に

関
し
、
学
校
薬
剤
師
と
協
力
し
て
、
必
要

な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

三

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す
る
こ

と
。

四

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ

と
。
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五

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
に
従
事
す
る

こ
と
。

六

法
第
十
四
条
の
疾
病
の
予
防
処
置
に
従

事
す
る
こ
と
。

七

法
第
二
章
第
四
節
の
感
染
症
の
予
防
に

関
し
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
い
、
並

び
に
学
校
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒

の
予
防
処
置
に
従
事
す
る
こ
と
。

八

校
長
の
求
め
に
よ
り
、
救
急
処
置
に
従

事
す
る
こ
と
。

九

市
町
村
の
教
育
委
員
会
又
は
学
校
の
設

置
者
の
求
め
に
よ
り
、
法
第
十
一
条
の
健

康
診
断
又
は
法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康

診
断
に
従
事
す
る
こ
と
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関

す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
指
導
に
従
事

す
る
こ
と
。

２

学
校
医
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し
た
と

き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
医
執
務
記

録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

（
学
校
歯
科
医
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
三
条

学
校
歯
科
医
の
職
務
執
行
の
準

則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す

る
こ
と
。

三

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す

る
こ
と
。

四

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
の
う
ち
歯
の

検
査
に
従
事
す
る
こ
と
。

五

法
第
十
四
条
の
疾
病
の
予
防
処
置
の
う

ち
齲
歯
そ
の
他
の
歯
疾
の
予
防
処
置

う

に
従
事
す
る
こ
と
。

六

市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
求
め
に
よ

り
、
法
第
十
一
条
の
健
康
診
断
の
う
ち
歯

の
検
査
に
従
事
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関

す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
指
導
に
従
事

す
る
こ
と
。

２

学
校
歯
科
医
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し

た
と
き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
歯
科

医
執
務
記
録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
四
条

学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準

則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

第
一
条
の
環
境
衛
生
検
査
に
従
事
す
る

こ
と
。

三

学
校
の
環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に

関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ

と
。

四

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す
る
こ

と
。

五

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ

と
。

六

学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
医
薬
品
、
毒

物
、
劇
物
並
び
に
保
健
管
理
に
必
要
な
用

具
及
び
材
料
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
導

及
び
助
言
を
行
い
、
及
び
こ
れ
ら
の
も
の

に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
試
験
、
検
査
又
は

鑑
定
を
行
う
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
す

る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
技
術
及
び
指
導
に

従
事
す
る
こ
と
。

２

学
校
薬
剤
師
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し

た
と
き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
薬
剤

師
執
務
記
録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

国
の
補
助

（
児
童
生
徒
数
の
配
分
の
基
礎
と
な
る
資
料

の
提
出
）

第
二
十
五
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、

毎
年
度
、
七
月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
都

道
府
県
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び
に
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学

校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び
生
徒

の
う
ち
教
育
扶
助
（
生
活
保
護
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
規
定
す
る

教
育
扶
助
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け

て
い
る
者
の
総
数
を
、
第
三
号
様
式
に
よ
り

一
月
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
度
、
七

月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
市
町
村
立
の
小

学
校
及
び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及

び
中
学
部
の
児
童
及
び
生
徒
の
う
ち
教
育
扶

助
を
受
け
て
い
る
者
の
総
数
を
、
第
四
号
様

式
に
よ
り
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
都
道
府
県

の
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
の
教
育
委
員
会
か
ら
報
告

を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
第
五
号
様
式
に

よ
り
一
月
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
生
徒
数
の
配
分
方
法
）

第
二
十
六
条

令
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
う
配
分

は
、
付
録
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
基

準
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
配
分
し
た
児
童
生
徒
数
の
通
知
）

第
二
十
七
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、

令
第
十
条
第
三
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り

各
市
町
村
ご
と
の
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び

に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び

生
徒
の
被
患
者
の
延
数
の
配
分
を
行
つ
た
と

き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
て
は
第
六
号

様
式
に
よ
り
、
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
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対
し
て
は
第
七
号
様
式
に
よ
り
す
み
や
か
に

こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

安
全
点
検
等

（
安
全
点
検
）

第
二
十
八
条

法
第
二
十
七
条
の
安
全
点
検

は
、
他
の
法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎

学
期
一
回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用

す
る
施
設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い

て
系
統
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
安
全
点
検
を
行
う
も
の
と
す

る
。

（
日
常
に
お
け
る
環
境
の
安
全
）

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
安

全
点
検
の
ほ
か
、
設
備
等
に
つ
い
て
日
常
的

な
点
検
を
行
い
、
環
境
の
安
全
の
確
保
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章

雑
則

（
専
修
学
校
）

第
三
十
条

第
一
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第

六
条
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て

は
、
大
学
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
（
同
条
第
一
項
に

つ

い
て

は

、

学

生

に

関

す

る

部

分
に
限

る
。
）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
小
学
校
以

外
の
学
校
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

十
二
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
八

条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一

項
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
学
年
の
始
期
か
ら
起
算
し
て
三
月
以

内
に
」
と
、
第
七
条
第
九
項
中
「
学
校
医
又

は
学
校
歯
科
医
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」

と
、
第
九
条
第
二
項
中
「
学
校
医
そ
の
他
の

医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第
十
二

条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
」
と
、
第
十
九

条
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校

医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」

と
、
第
十
九
条
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
学
校
医
」
と
あ
る

の
は
「
医
師
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

２

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
の
医

師
の
職
務
執
行
の
準
則
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

別
表

（
略
）

付
録

（
略
）

様
式

（
略
）
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「
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

に

学
校

全
体

と
し

て
の

取
組

を
進

め
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
」

（
答

申
）

平
成

２
０

年
１

月
１

７
日

中
央

教
育

審
議

会

-
1
-

は
じ

め
に

中
央

教
育

審
議

会
は

、
平

成
19

年
３
月

29
日

に
文

部
科

学
大

臣
か

ら
「
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

に
学

校
全

体
と

し
て

の
取

組
を

進
め

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

」
諮

問
を

受
け

た
。

我
が

国
の

学
校

保
健

、
食

育
・

学
校

給
食

、
学

校
安
全

に
関

し
て

は
、

旧
文

部
省

に
置

か
れ

た
保

健
体

育
審

議
会

に
お

い
て

、
平

成
9
年

に
「

生
涯

に
わ

た
る

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

今
後

の
健

康

に
関

す
る

教
育

及
び

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

答
申

を
行

う
と

と
も

に
、

本
審

議
会

に
お

い
て

も
、

栄
養

教
諭

制
度

の
創

設
を

答
申

し
た

平
成

16
年

の
「

食
に

関
す

る
指

導
体

制
の

整
備

に
つ

い

て
」

な
ど

、
各

課
題

に
つ

い
て

議
論

を
行

い
、

こ
れ

ら
に

基
づ

き
各

種
の

施
策

が
推

進
さ

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら

、
現

在
、

社
会

状
況

等
の

変
化

に
伴
い

学
校

保
健

、
食

育
・

学
校

給
食

、
学

校
安

全
に

様
々

な
課

題
が

生
じ

て
い

る
。

学
校

保
健

に
つ

い
て

は
、

ス
ト

レ
ス

に
よ

る
心

身
の

不
調

な
ど

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
や

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

を
抱

え
る

子
ど

も
へ

の
対

応
に

当
た

っ
て

、
学

校
に

お
い

て
子

ど
も

の
状

況
を

日
々

把
握

し
、

的
確

な
対

応
を

図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

食
育

・
学

校
給

食
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

の
食

生
活

に
お

い
て

朝
食

欠
食

、
偏

食
、

孤
食

と
い

っ
た

課
題

が
生

じ
て

お
り

、
学

校
に

お
い

て
食

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
学

校
安

全
に

つ
い

て
は

、

学
校

の
内

外
に

お
い

て
子

ど
も

が
犠

牲
と

な
る

、
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
事

件
・

事
故

、
交

通
事

故
や

自
然

災
害

な
ど

に
対

し
て

、
学

校
が

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

今
回

の
諮

問
理

由
に

お
い

て
は

、
こ

の
よ

う
な

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

、
教

職
員

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
に

し
、

か
つ

、
相

互
の

効
果

的
な

連
携

の
在

り
方

を
探

求
し

た
上

で
、

学
校

全
体

の
取

組
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

、
地
域

の
専

門
家

や
関

係
機

関
の

知
見

や
能

力
を

最
大

限
に

活
用

し
、

か
つ

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
発

達
に

つ
い

て
大

き
な

責
任

を
有

す
る

保
護

者
と

の
連

携
を

強
化

す
る

取
組

や
体

制
を

整
備

・
充

実
す

る
こ

と
の

、
二

つ
の

観
点

か
ら

検
討

を
行

う
こ

と
が

示
さ

れ
た

。

こ
れ

を
受

け
、

中
央

教
育

審
議

会
で

は
、

学
校

保
健
、

食
育

・
学

校
給

食
、

学
校

安
全

に
つ

い
て

、
ス

ポ
ー

ツ
・

青
少

年
分

科
会

に
学

校
健

康
・

安
全

部
会

を
設

置
し

、
精

力
的

に
審

議
を

行
っ

て
き

た
。
ま

た
、

平
成

19
年

11
月

に
審

議
経

過
報

告
を

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
に

付
し

、

各
方

面
の

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
。

こ
の

答
申

を
機

に
、

子
ど

も
の

健
康

・
安

全
を

守
る
取

組
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

及
び

関
係

行
政

機
関

に
お

け
る

関
係

者
の

理
解

が
よ

り
一

層
深

ま
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
求

め
ら

れ
る

活
動

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。



81

-
2
-

Ⅰ
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

を
守

る
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て

（
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

に
関

す
る

考
え

方
）

○
子

ど
も

が
心

身
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

こ
と

は
、

国
や

地
域

を
問

わ
ず

、
時

代
を

越
え

て
、

全
て

の
人

々
の

願
い

で
あ

り
、

子
ど

も
の

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

が
保

障
さ

れ
る

社
会

を
築

い
て

い
く

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
育

つ
環

境
が

安
全

な
も

の
と

し
て

整
え

ら
れ

、
ま

た
、

子
ど

も
自

身
や

保
護

者
そ

の
他

の
人

々
が

安
心

感
を

も
っ

て
日

々
の

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

社
会

を
築

い
て

い
く

た
め

、
た

ゆ
む

こ
と

な
く

、
一

人
一

人
が

責
任

を
も

っ
て

、
必

要
な

取
組

を
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
近

年
、

社
会

状
況

や
人

々
の

生
活

状
況

の
変

化
の

中
で

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

を
抱

え
る

子
ど

も
や

適
切

な
食

習
慣

の
身

に
付

い
て

い
な

い
子

ど
も

が
増

加
す

る
と

と
も

に
、

子
ど

も
を

標
的

と
す

る
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
事

件
が

発
生

す
る

な
ど

、
子

ど
も

の
健

康
と

安
全

に
関

す
る

新
た

な
課

題
が

生
じ

て
お

り
、

そ
の

解
決

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
学

校
は

、
心

身
の

成
長

発
達

段
階

に
あ

る
子

ど
も

が
集

い
、

人
と

人
と

の
触

れ
合

い
に

よ
り

、
人

格
の

形
成

を
し

て
い

く
場

で
あ

り
、

子
ど

も
が

生
き

生
き

と
学

び
、

運
動

等
の

活
動

を
行

う
た

め
に

は
、

学
校

と
い

う
場

に
お

い
て

、
子

ど
も

の
健

康
や

安
全

の
確

保
が

保
障

さ
れ

る
こ

と
が

不
可

欠
の

前
提

と
な

る
。

○
ま

た
、

子
ど

も
は

守
ら

れ
る

べ
き

対
象

で
あ

る
こ

と
に

と
ど

ま
ら

ず
、

学
校

に
お

い
て

、
そ

の
生

涯
に

わ
た

り
、

自
ら

の
心

身
の

健
康

を
は

ぐ
く

み
、

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
の

で
き

る
基

礎
的

な
素

養
を

育
成

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

（
健

康
・

安
全

に
関

す
る

教
育

の
方

向
性

）

○
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
「

生
涯

に
わ

た
る

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

今
後

の
健

康
に

関
す

る
教

育
及

び
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
に

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

国
民

一
人

一
人

の
心

身
の

健
康

を
基

礎
に

し
な

が
ら

、
楽

し
み

や
生

き
が

い
を

持
て

る
こ

と
や

、
社

会
が

明
る

く
活

力
の

あ
る

状
態

で
あ

る
こ

と
な

ど
生

活
の

質
を

も
含

む
概

念
と

し
て

「
健

康
」

を
と

ら
え

る
こ

と
が

一
般

的
に

な
り

つ
つ

あ
る

。

○
世

界
保

健
機

関
（

Ｗ
Ｈ

Ｏ
）

の
オ

タ
ワ

憲
章

（
1
9
8
6
年

）
に

お
い

て
「

人
々

が
自

ら
の

健
康

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

、
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て

表
現

さ
れ

た
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
は

、
2
0
世

紀
の

後
半

以
降

、
世

界
的

に
広

ま
っ

て
い

る
。

ヘ
ル

ス
プ

ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
に

お
い

て
は

、
人

々
が

自
ら

の
健

康
課

題
を

主
体

的
に

解
決

す
る

た
め

の
技

-
3
-

能
を

高
め

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
を

実
現

す
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

よ
う

な
支

援
環

境
づ

く
り

も
あ

わ
せ

て
重

要
で

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

○
学

校
教

育
に

お
い

て
も

、
こ

の
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

、
現

行
の

学
習

指
導

要
領

の
総

則
に

お
い

て
、

体
育

・
健

康
に

関
す

る
指

導
は

学
校

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
適

切
に

行
う

も
の

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
体

育
科

・
保

健
体

育
科

に
お

け
る

学
習

に
つ

い
て

も
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

が
大

幅
に

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
。

○
ま

た
、

食
は

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
や

活
動

の
源

に
な

る
も

の
で

あ
り

、
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
上

で
、

適
切

な
食

に
対

す
る

理
解

と
実

践
す

る
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

平
成

17
年

に
制

定
さ

れ
た

食
育

基
本

法
に

お
い

て
も

、
「

子
ど

も
た

ち
が

豊
か

な
人

間
性

を
は

ぐ
く

み
、

生
き

る
力

を
身

に
付

け
て

い
く

た
め

に
は

、
何

よ
り

も
『

食
』

が
重

要
で

あ
る

」
と

規
定

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

○
さ

ら
に

、
安

全
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

が
安

全
に

関
す

る
情

報
を

正
し

く
判

断
し

、
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
行

動
に

結
び

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

、
す

な
わ

ち
、

自
他

の
危

険
予

測
・

危
険

回
避

の
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

観
点

か
ら

、
発

達
の

段
階

を
踏

ま
え

つ
つ

、
学

校
教

育
活

動
全

体
で

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

○
こ

の
よ

う
な

、
子

ど
も

に
対

す
る

食
育

を
含

め
た

健
康

に
関

す
る

教
育

、
あ

る
い

は
安

全
教

育
に

つ
い

て
は

、
本

審
議

会
に

お
け

る
学

習
指

導
要

領
に

関
す

る
審

議
の

結
果

を
踏

ま
え

、
さ

ら
に

発
展

充
実

を
図

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

（
学

校
に

お
け

る
健

康
・

安
全

に
関

す
る

推
進

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
）

○
本

部
会

に
お

い
て

は
、

諮
問

を
踏

ま
え

、
学

校
に

お
け

る
安

全
・

安
心

な
環

境
が

確
保

さ
れ

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

は
ぐ

く
む

こ
と

の
で

き
る

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
審

議
し

て
き

た
。

○
子

ど
も

た
ち

が
抱

え
、

直
面

す
る

様
々

な
心

身
の

健
康

課
題

に
適

切
に

対
処

し
、

解
決

し
て

い
く

た
め

に
は

、
単

に
個

人
の

課
題

と
し

て
と

ら
え

る
だ

け
で

な
く

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
の

連
携

の
下

に
組

織
的

に
支

援
す

る
こ

と
が

大
き

な
意

味
を

持
つ

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

学
校

に
お

い
て

も
、

子
ど

も
と

教
職

員
の

健
康

の
保

持
増

進
の

た
め

に
組

織
的

な
取

組
が

容
易

と
な

る
よ

う
、

校
長
*の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

日
ご

ろ
か

ら
運

営
上

の
方

針
や

原
則

に
つ

い
て

検

討
し

、
教

職
員

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

つ
つ

、
体

制
を

整
え

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
学

校
に

お
い

て
具

体
的

に
展

開
す

る
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

テ
ィ

ン
グ

＊
本

答
申

で
は

、
校

長
に

は
幼

稚
園

長
を

含
む

も
の

と
す

る
。
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ス
ク

ー
ル

と
し

て
Ｗ

Ｈ
Ｏ

で
も

示
さ

れ
て

い
る

。

○
ま

た
、

安
全

に
つ

い
て

は
、

そ
の

確
保

は
子

ど
も

た
ち

の
生

活
を

送
る

上
で

の
基

盤
と

し
て

必
須

の
も

の
で

あ
る

。
傷

害
を

も
た

ら
す

事
故

、
犯

罪
被

害
、

自
傷

行
為

等
の

防
止

を
広

く
包

含
す

る
セ

ー
フ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
が

Ｗ
Ｈ

Ｏ
よ

り
提

案
さ

れ
て

い
る

。

○
こ

の
よ

う
に

子
ど

も
の

健
康

・
安

全
を

守
る

た
め

に
、

家
庭

や
地

域
と

連
携

し
つ

つ
、

学
校

全
体

で
組

織
的

な
取

組
体

制
を

築
い

て
い

く
考

え
方

は
世

界
的

な
動

向
で

あ
る

と
い

え
る

。

○
我

が
国

に
お

い
て

は
、

昭
和

3
3
年

に
制

定
さ

れ
た

学
校

保
健

法
の

下
に

、
学

校
保

健
及

び
学

校
安

全
に

係
る

取
組

が
行

わ
れ

て
き

て
お

り
、

ま
た

、
昭

和
2
9
年

に
制

定
さ

れ
た

学
校

給
食

法
の

下
に

、

学
校

給
食

の
普

及
が

図
ら

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

そ
の

後
、

半
世

紀
の

時
間

が
経

過
し

た
今

日
、

改
め

て
、

食
育

を
含

め
て

、
子

ど
も

の
健

康
を

守
り

、
安

全
を

確
保

す
る

学
校

の
取

組
の

在
り

方
を

見
直

し
て

、
そ

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
我

が
国

の
未

来
を

担
う

子
ど

も
の

育
成

に
当

た
り

、
教

育
の

基
礎

と
な

る
心

身
の

健
康

・
安

全
の

確
保

と
推

進
は

、
き

め
細

か
な

配
慮

と
組

織
的

な
取

組
に

よ
り

実
現

が
可

能
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

具
体

的
方

策
に

つ
い

て
審

議
し

た
結

果
を

、
分

野
ご

と
に

以
下

の
よ

う
に

と
り

ま
と

め
た

。

（
取

組
に

当
た

っ
て

の
留

意
点

に
つ

い
て

）

○
今

日
、

学
校

の
場

に
お

い
て

は
、

様
々

な
教

育
上

の
課

題
が

山
積

し
て

い
る

中
で

、
教

職
員

が
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
を

確
保

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、
以

下
に

述
べ

る
諸

提
言

は
、

教
職

員
に

過
度

の
負

担
を

新
た

に
課

す
こ

と
を

意
図

す
る

も
の

で
は

な
い

。
学

校
と

し
て

本
来

的
に

実
施

す
べ

き
取

組
が

、
健

康
・

安
全

の
保

持
増

進
を

含
め

子
ど

も
の

教
育

に
第

一
義

的
な

責
任

を
持

つ
保

護
者

と
の

連
携

は
も

と
よ

り
、

関
係

機
関

と
の

連
携

の
下

に
、

円
滑

か
つ

効
果

的
に

な
さ

れ
る

こ
と

を
期

す
る

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

も
の

と
し

て
施

策
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

な
お

、
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

の
保

持
増

進
を

図
る

た
め

に
校

内
体

制
を

確
立

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
各

種
の

組
織

が
効

率
的

に
運

営
さ

れ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
ま

た
、

学
校

に
お

け
る

健
康

・
安

全
に

係
る

取
組

は
、

そ
の

性
質

上
、

家
庭

と
の

連
携

、
地

域
と

の
連

携
が

強
く

求
め

ら
れ

る
も

の
で

あ
り

、
健

康
・

安
全

に
お

け
る

連
携

は
、

学
習

指
導

面
や

生
徒

指
導

面
に

お
い

て
必

要
と

な
る

家
庭

や
地

域
と

の
協

力
関

係
の

基
礎

を
築

く
上

で
も

重
要

な
役

割
を

果
た

す
も

の
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

る
。

な
お

、
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

を
と

り
ま

く
状

況
は

、
学

校
種

ご
と

に
、

ま
た

、
地

域
ご

と
に

そ
の

状
況

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

-
5
-

○
さ

ら
に

、
子

ど
も

の
健

康
を

保
持

し
て

い
く

た
め

に
は

、
子

ど
も

に
基

本
的

な
生

活
習

慣
の

一
部

で
あ

る
運

動
の

習
慣

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

学
校

に
お

け
る

健
康

に
係

る
取

組
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
や

体
力

向
上

の
取

組
と

の
関

係
性

を
視

野
に

入
れ

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

○
な

お
、

学
校

に
お

い
て

健
康

・
安

全
の

保
持

増
進

に
係

る
取

組
が

確
実

に
、

か
つ

効
果

的
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

学
校

の
設

置
者

は
、

施
設

設
備

や
管

理
運

営
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
学

校
の

取
組

に
対

し
て

、
各

地
域

の
優

れ
た

実
践

事
例

や
最

新
の

知
見

な
ど

の
必

要
な

情
報

の
提

供
や

助
言

、
指

導
そ

の
他

の
援

助
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
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Ⅱ
学

校
保

健
の

充
実

を
図

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

１
．

子
ど

も
の

健
康

を
取

り
巻

く
状

況
と

そ
の

対
応

（
子

ど
も

の
健

康
を

取
り

巻
く

状
況

）

①
我

が
国

に
お

け
る

学
校

保
健

は
、

明
治

初
期

に
学

校
衛

生
と

し
て

始
ま

り
、

現
在

の
制

度
は

、
昭

和
33

年
に

制
定

さ
れ

た
学

校
保

健
法

に
よ

り
形

作
ら

れ
た

。
昭

和
33

年
当

時
は

、
寄

生
虫

・
ト

ラ

コ
ー

マ
・

結
核

な
ど

の
伝

染
病

や
う

歯
な

ど
が

子
ど

も
の

重
要

な
健

康
課

題
と

認
識

さ
れ

て
い

た
が

、
・

こ
れ

ら
の

課
題

に
つ

い
て

学
校

保
健

は
大

き
な

成
果

を
上

げ
て

き
た

と
い

え
る

。

我
が

国
の

学
校

保
健

の
特

徴
と

し
て

は
、

健
康

診
断

や
健

康
相

談
な

ど
の

保
健

管
理

活
動

と
、

体

育
科

・
保

健
体

育
科

を
は

じ
め

関
連

す
る

教
科

な
ど

を
通

じ
、

子
ど

も
が

自
分

自
身

や
他

者
の

健
康

課
題

を
理

解
し

、
自

ら
進

ん
で

自
己

管
理

を
行

う
こ

と
が

生
涯

に
わ

た
っ

て
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
指

す
保

健
教

育
の

両
者

が
行

わ
れ

、
ま

た
、

保
健

教
育

の
成

果
を

活
用

し
て

保
健

管
理

が
行

わ
れ

て
き

た
点

が
あ

げ
ら

れ
る

。

②
近

年
、

都
市

化
、

少
子

高
齢

化
、

情
報

化
、

国
際

化
な

ど
に

よ
る

社
会

環
境

や
生

活
環

境
の

急
激

な
変

化
は

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

に
も

大
き

な
影

響
を

与
え

て
お

り
、

学
校

生
活

に
お

い
て

も
生

活
習

慣
の

乱
れ

、
い

じ
め

、
不

登
校

、
児

童
虐

待
な

ど
の

メ
ン

タ
ル

へ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

性
の

問
題

行
動

や
薬

物
乱

用
、

感
染

症
な

ど
、

新
た

な
課

題
が

顕
在

化
し

て
い

る
。

同
時

に
、

小
児

医
療

の
進

歩
と

小
児

の
疾

病
構

造
の

変
化

に
伴

い
、

長
期

に
わ

た
り

継
続

的
な

医
療

を
受

け
な

が
ら

学
校

生
活

を
送

る
子

ど
も

の
数

も
増

え
て

い
る

。
ま

た
、

過
度

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
運

動
器
*疾

患
・

障
害

を
抱

え
る

子
ど

も
も

見
ら

れ
る

状
況

に
あ

る
。

（
子

ど
も

の
健

康
を

め
ぐ

る
現

代
的

な
課

題
へ

の
対

応
）

①
子

ど
も

の
健

康
課

題
は

、
昭

和
33

年
当

時
と

比
較

し
て

、
多

様
化

し
、

よ
り

専
門

的
な

視
点

で

の
取

組
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
よ

う
な

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
を

図
る

た
め

に
は

、
健

康
に

関
す

る
課

題
を

単
に

個
人

的
な

課
題

と
す

る
の

で
は

な
く

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
社

会
が

連
携

し
て

、
社

会
全

体
で

子
ど

も
の

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。 そ

の
た

め
、

学
校

に
お

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

即
し

つ
つ

、
子

ど
も

の
教

育
に

第
一

義
的

な
責

任
を

持
つ

家
庭

と
、

疾
病

の
治

療
・

予
防

に
あ

た
る

医
療

機
関

を
は

じ
め

と
す

る
地

域
の

関
係

機
関

な
ど

と
適

切
な

役
割

分
担

の
下

に
、

相
互

に
連

携
を

深
め

な
が

ら
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

の
保

持
増

＊
「

運
動

器
」

と
は

、
骨

・
関

節
、

筋
肉

、
靭

帯
、

腱
、

神
経

な
ど

身
体

を
支

え
た

り
動

か
し

た
り

す
る

器
官

の
名

称
（
「

運
動

器
の

10
年

」
日

本
委

員
会

）

-
7
-

進
を

目
指

す
学

校
保

健
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

②
ま

た
、

こ
れ

ら
の

学
校

保
健

に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

は
、

学
校

、
教

育
委

員
会

、
地

方
公

共
団

体
な

ど
の

実
施

主
体

ご
と

に
事

前
に

計
画

を
立

て
、

そ
の

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
評

価
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
結

果
を

相
互

に
連

絡
し

合
い

、
今

後
の

対
策

に
生

か
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

２
．

学
校

保
健

に
関

す
る

学
校

内
の

体
制

の
充

実

○
多

様
化

・
深

刻
化

し
て

い
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

学
校

内
の

組
織

体
制

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
が

基
本

と
な

る
こ

と
か

ら
、
す

べ
て

の
教

職
員

が
共

通
の

認
識
（

基

本
的

な
知

識
と

理
解

）
を

持
ち

、
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

学
校

保
健

計
画

に
基

づ
き

、
教

職
員

の
保

健
部

（
係

）
な

ど
の

学
校

内
の

関
係

組
織

が
十

分
に

機
能

し
、

す
べ

て
の

教
職

員
で

学
校

保
健

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

組
織

体
制

の
整

備
を

図
り

、
保

健
教

育
と

保
健

管
理

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
学

校
保

健
法

第
２

条
学

校
に

お
い

て
は

、
幼

児
、

児
童

、
生

徒
又

は
学

生
及

び
職

員
の

健
康

診
断

、
環

境
衛

生
検

査
、

安
全

点
検

そ
の

他
の

保
健

又
は

安
全

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

計
画

を
立

て
、

こ
れ

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

（
１

）
養

護
教

諭

①
養

護
教

諭
は

、
学

校
保

健
活

動
の

推
進

に
当

た
っ

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
現

代
的

な
健

康
課

題
の

解
決

に
向

け
て

重
要

な
責

務
を

担
っ

て
い

る
。

平
成

18
年

度
の

調
査

に
よ

る
と

、
子

ど
も

の
保

健
室

の
利

用
者

は
、

１
日

当
た

り
小

学
校

41
人

、
中

学
校

38
人

、
高

等
学

校
36

人
で

あ

り
、

養
護

教
諭

の
行

う
健

康
相

談
活

動
が

ま
す

ま
す

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
や

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
な

ど
の

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
多

様
化

に
よ

り
、

医
療

機
関

な
ど

と
の

連
携

や
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
が

多
く

な
っ

て
い

る
と

と
も

に
、

特
別

支
援

教
育

に
お

い
て

期
待

さ
れ

る
役

割
も

増
し

て
き

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
養

護
教

諭
が

そ
の

役
割

を
十

分
果

た
せ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
環

境
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

②
養

護
教

諭
の

職
務

は
、

学
校

教
育

法
で

「
児

童
生

徒
の

養
護

を
つ

か
さ

ど
る

」
と

定
め

ら
れ

て
お

り
、
昭
和

47
年

及
び

平
成

9
年

の
保

健
体

育
審

議
会

答
申

に
お

い
て

主
要

な
役

割
が

示
さ

れ
て

い
る

。

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

、
現

在
、
救

急
処

置
、
健

康
診
断

、
疾

病
予

防
な

ど
の

保
健

管
理

、
保

健
教

育
、
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健
康

相
談

活
動

、
保

健
室

経
営

、
保

健
組

織
活

動
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
の

対
応

に
当

た
り

、
学

級
担

任
等

、
学

校
医

、
学

校
歯

科

医
、

学
校

薬
剤

師
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど

学
校

内
に

お
け

る
連

携
、

ま
た

医
療

関
係

者
や

福
祉

関
係

者
な

ど
地

域
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

中
、

養
護

教
諭

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
る

。

こ
の

よ
う

な
養

護
教

諭
に

求
め

ら
れ

る
役

割
を

十
分

に
果

た
せ

る
よ

う
、

学
校

教
育

法
に

お
け

る

養
護

教
諭

に
関

す
る

規
定

を
踏

ま
え

つ
つ

、
養

護
教

諭
を

中
核

と
し

て
、

担
任

教
諭

等
及

び
医

療
機

関
な

ど
学

校
内

外
の

関
係

者
と

連
携

・
協

力
し

つ
つ

、
学

校
保

健
も

重
視

し
た

学
校

経
営

が
な

さ
れ

る
こ

と
を

担
保

す
る

よ
う

な
法

制
度

の
整

備
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

③
養

護
教

諭
が

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
適

切
に

対
応

し
て

い
く

た
め

に
は

、
常

に
新

た
な

知
識

や
技

能
な

ど
を

習
得

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

現
在

、
国

レ
ベ

ル
の

研
修

会
と

し
て

は
、

全
国

養
護

教
諭

研
究

大
会

や
各

地
域

で
実

施
す

る
研

修

な
ど

に
お

い
て

、
指

導
者

を
養

成
す

る
研

修
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
各

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

地
方

交
付

税
措

置
に

よ
り

養
護

教
諭

新
規

採
用

研
修

会
や

養
護

教
諭

10
年

経
験

者
研

修
会

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

課
題

の
多

様
化

や
養

護
教

諭
の

役
割

の
拡

大
に

対
応

し
た

、
よ

り
体

系
的

な
研

修
を

進
め

る
に

当
た

り
、

研
修

日
数

が
少

な
く

不
十

分
な

状
況

に
あ

る
と

い
え

る
。

そ
の

た
め

、
国

が
研

修
内

容
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
を

行
い

、
実

践
的

な
研

修
内

容
の

モ
デ

ル
を

示
す

な
ど

、
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
研

修
体

制
の

充
実

を
推

進
す

る
方

策
に

つ
い

て
検

討
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
教

育
公

務
員

特
例

法
上

の
初

任
者

研
修

を
養

護
教

諭
も

対
象

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
学

校
内

に
お

い
て

直
ち

に
指

導
に

あ
た

る
人

材
を

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

な
ど

課
題

が
あ

る
が

、
④

で
記

述
し

て
い

る
退

職
養

護
教

諭
や

一
部

の
地

方
公

共
団

体
で

導
入

さ
れ

て
い

る
指

導
的

な
養

護
教

諭
に

よ
る

指
導

な
ど

の
活

用
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

新
た

に
採

用
さ

れ
た

養
護

教
諭

に
対

す
る

研
修

の
充

実
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
平

成
1
8
年

度
養

護
教

諭
現

職
研

修
に
つ

い
て

（
6
1
県

・
政

令
市

等
調

査
）

養
護

教
諭

の
新

規
採

用
研

修
は

、
概

ね
2
6
日

～
2
8
日

が
多

く
、

1
0
年

経
験

者
研

修
は

1
5
日

前
後

が
多

い
。

実
施

期
間

新
規

採
用

研
修

1
0
年

経
験

者
研

修

～
９

日
１

４

1
0
日

～
1
9
日

１
５

４

2
0
日

～
2
9
日

４
１

１

3
0
日

～
3
9
日

１
２

１

4
0
日

～
６

１

計
６
１

県
市

６
１

県
市

-
9
-

（
全

国
学

校
保

健
・

養
護

教
諭

担
当

指
導

主
事

会
調

べ
）

④
養

護
教

諭
に

つ
い

て
は

一
人

配
置

が
多

い
こ

と
か

ら
、

初
任

者
に

対
す

る
研

修
を

含
め

学
校

内
外

に
お

け
る

研
修

に
困

難
が

生
じ

た
り

、
保

健
室

来
室

者
の

増
加

や
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
も

多
く

、
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

状
況

が
見

ら
れ

る
。

現
職

養
護

教
諭

の
育

成
や

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
経

験
豊

か
な

退
職

養
護

教
諭

な
ど

の
知

見
を

活
用

す
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

⑤
深

刻
化

す
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

学
級

担
任

や
教

科
担

任
等

と
連

携
し

、
養

護
教

諭
の

有
す

る
知

識
や

技
能

な
ど

の
専

門
性

を
保

健
教

育
に

活
用

す
る

こ
と

が
よ

り
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

級
活

動
な

ど
に

お
け

る
保

健
指

導
は

も
と

よ
り

専
門

性
を

生
か

し
、

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
や

兼
職

発
令

を
受

け
保

健
の

領
域

に
か

か
わ

る
授

業
を

行
う

な
ど

保
健

学
習

へ
の

参
画

が
増

え
て

お
り

、
養

護
教

諭
の

保
健

教
育

に
果

た
す

役
割

が
増

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

保
健

教
育

の
充

実
や

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
対

応
し

た
看

護
学

の
履

修
内

容
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

教
員

養
成

段
階

に
お

け
る

教
育

を
充

実
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
に

お
い

て
、

養
護

教
諭

の
役

割
の

拡
大

に
伴

う
資

質
を

担

保
す

る
た

め
、

養
護

教
諭

の
資

質
向

上
方

策
が

検
討

さ
れ

、
養

成
課

程
及

び
現

職
研

修
を

含
め

た

一
貫

し
た

資
質

の
向

上
方

策
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

の
提

言
が

行
わ

れ
た

。
こ

の
答

申

を
踏

ま
え

て
、

教
育

職
員

免
許

法
の

改
正

（
平

成
10

年
）

が
行

わ
れ

、
養

護
教

諭
の

役
割

の
拡

大

に
伴

う
資

質
を

担
保

す
る

た
め

に
、

科
目

「
養

護
概

説
」
、
「

健
康

相
談

活
動

の
理

論
及

び
方

法
」

が
新

設
さ

れ
た

。

⑥
保

健
室

へ
来

室
す

る
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

課
題

が
多

様
化

し
て

お
り

、
ま

た
、

来
室

者
が

多
い

上
に

、
一

人
当

た
り

の
対

応
時

間
も

増
加

し
て

い
る

た
め

、
一

人
の

養
護

教
諭

で
は

、
よ

り
良

い
対

応
を

図
る

こ
と

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

ま
た

、
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
が

多
い

状
況

に
あ

り
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
養

護
教

諭
の

複
数

配
置

の
促

進
な

ど
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

養
護

教
諭

の
未

配
置

校
に

お
い

て
、

適
切

に
学

校
保

健
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
な

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

○
１

日
平

均
子

ど
も

の
保

健
室

利
用

者
数

○
子

ど
も

１
人

平
均

の
対

応
時

間

(小
・

中
・

大
規

模
校

＊
を

合
わ

せ
た

平
均

)
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＊
＜

学
校

規
模

＞

小
学

校
・

中
学

校
：

小
規

模
校

15
0
～

29
9
人

中
規

模
校

30
0
～

49
9
人

大
規

模
校

50
0
以

上

高
等

学
校

：
小

規
模

校
40
1
～

60
0
人

中
規

模
校

60
1
～

80
0
人

大
規

模
校

80
1
以

上

（
保

健
室

利
用

状
況

調
査

（
財

）
日

本
学

校
保

健
会

平
成

18
年

）

⑦
近

年
、

社
会

的
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

い
じ

め
や

児
童

虐
待

な
ど

へ
の

対
応

に
当

た
っ

て
は

、
す

べ
て

の
教

職
員

が
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

連
携

し
て

組
織

的
に

対
応

す
る

た
め

の
校

内
組

織
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

家
庭

や
、

地
域

の
関

係
機

関
等

と
の

連
携

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

養
護

教
諭

は
そ

の
職

務
の

特
質

か
ら

い
じ

め
や

児
童

虐
待

な
ど

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

を
図

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
お

り
、

国
に

お
い

て
も

、
こ

れ
ら

の
課

題
を

抱
え

る
子

ど
も

に
対

す
る

対
応

や
留

意
点

な
ど

に
つ

い
て

、
養

護
教

諭
に

最
新

の
知

見
を

提
供

す
る

な
ど

、
学

校
の

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

⑧
子

ど
も

の
健

康
づ

く
り

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
に

は
、

学
校

保
健

活
動

の
セ

ン
タ

ー
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
保

健
室

の
経

営
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
養

護
教

諭
は

保
健

室
経

営
計

画
*を

立
て

、
教

職
員

に
周

知
を

図
り

連
携

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
ま

た
、

養
護

教
諭

が
充

実
し

た
健

康
相

談
活

動
や

救
急

処
置

な
ど

を
行

う
た

め
の

保
健

室
の

施
設

設
備

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

（
２

）
保

健
主

事

①
保

健
主

事
は

、
学

校
保

健
と

学
校

全
体

の
活

動
に

関
す

る
調

整
や

学
校

保
健

計
画

の
作

成
、

学
校

保
健

に
関

す
る

組
織

活
動

の
推

進
（

学
校

保
健

委
員

会
の

運
営

）
な

ど
学

校
保

健
に

関
す

る
事

項
の

管
理

に
当

た
る

職
員

で
あ

り
、

そ
の

果
た

す
べ

き
役

割
は

ま
す

ま
す

大
き

く
な

っ
て

い
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
保

健
主

事
は

充
て

職
で

あ
る

が
、

学
校

に
お

け
る

保
健

に
関

す
る

活
動

の
調

整

に
あ

た
る

教
員

と
し

て
、

す
べ

て
の

教
職

員
が

学
校

保
健

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

＊
保

健
室

経
営

計
画

と
は

、
当

該
学

校
の

教
育

目
標

及
び

学
校

保
健

の
目

標
な

ど
を

受
け

、
そ

の
具

現
化

を
図

る
た

め
に

、
保

健
室

の
経

営
に

お
い

て
達

成
さ

れ
る

べ
き

目
標

を
立

て
、

計
画

的
・

組
織

的
に

運
営

す
る

た
め

に
作

成
さ

れ
る

計
画

。
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を
円

滑
に

遂
行

で
き

る
よ

う
に

指
導

・
助

言
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
教

員
の

配
置

を
行

う
こ

と
や

そ
の

職
務

に
必

要
な

資
質

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

②
保

健
主

事
の

職
務

に
必

要
な

能
力

や
資

質
向

上
の

た
め

に
は

、
国

が
学

校
保

健
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

し
具

体
的

な
事

例
の

紹
介

や
演

習
な

ど
に

よ
る

実
践

的
な

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
、

保
健

主
事

研
修

会
、

と
り

わ
け

新
任

の
保

健
主

事
研

修
会

で
実

施
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
研

修
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
研

修
会

に
お

い
て

は
、
「

保
健

主
事

の
た

め
の

手
引

」
や

事
例

集
な

ど
の

教
材

を
活

用
す

る
な

ど
、

資
質

向
上

に
向

け
た

取
組

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

（
３

）
学

級
担

任
や

教
科

担
任

等

①
学

級
担

任
等

は
、

子
ど

も
と

常
に

身
近

に
接

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

や
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

対
応

す
べ

く
、

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
や

、
日

々
の

健
康

観
察

、
保

健
指

導
、

学
校

環
境

衛
生

の
日

常
的

な
点

検
な

ど
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。
保

健
学

習
に

つ
い

て
は

、
と

り
わ

け
、
学

級
担

任
、
保

健
体

育
教

諭
、

養
護

教
諭

な
ど

が
連

携
し

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
学

校
保

健
の

組
織

的
活

動
を

活
性

化
す

る
上

で
、

養
護

教
諭

や
保

健
主

事
な

ど
と

と
も

に
、

学
級

担
任

な
ど

の
一

般
教

諭
が

一
丸

と
な

っ
て

積
極

的
に

取
組

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら

、
一

般
教

諭
の

学
校

保
健

活
動

に
対

す
る

理
解

や
学

校
保

健
活

動
に

主
体

的
に

取

り
組

む
上

で
の

意
識

の
不

足
が

見
ら

れ
、

そ
の

担
う

べ
き

役
割

が
必

ず
し

も
十

分
果

た
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
も

あ
る

た
め

、
各

大
学

や
教

育
委

員
会

の
取

組
に

よ
り

、
教

員
養

成
の

段
階

や
初

任
者

研
修

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
現

職
研

修
の

段
階

に
お

い
て

、
学

校
保

健
に

つ
い

て
の

知
識

や
指

導
方

法
に

つ
い

て
修

得
す

る
機

会
を

確
保

・
充

実
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

②
健

康
観

察
は

、
学

級
担

任
、

養
護

教
諭

な
ど

が
子

ど
も

の
体

調
不

良
や

欠
席

・
遅

刻
な

ど
の

日
常

的
な

心
身

の
健

康
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、

感
染

症
や

心
の

健
康

課
題

な
ど

の
心

身
の

変
化

に
つ

い
て

早
期

発
見

・
早

期
対

応
を

図
る

た
め

に
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

子
ど

も
に

自
他

の
健

康
に

興
味

・
関

心
を

持
た

せ
、

自
己

管
理

能
力

の
育

成
を

図
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
て

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

日
常

に
お

け
る

健
康

観
察

は
、

子
ど

も
の

保
健

管
理

な
ど

に
お

い
て

重
要

で
あ

る
が

、
現

状
は

、
小

学
校

96
.4

％
、

中
学

校
92
.3

％
、

高
等

学
校

54
.3

％
で

実
施

さ
れ

て
お

り
、

学
校

種
に

よ
っ

て
取

組
に

差
が

生
じ

て
い

る
。

③
学

級
担

任
等

に
よ

り
毎

朝
行

わ
れ

る
健

康
観

察
は

特
に

重
要

で
あ

る
た

め
、

全
校

の
子

ど
も

の
健

康
状

態
の

把
握

方
法

に
つ

い
て

、
初

任
者

研
修

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
現

職
研

修
な

ど
に

お
い

て
演

習
な

ど
の

実
践

的
な

研
修

を
行

う
こ

と
や

モ
デ

ル
的

な
健

康
観

察
表

の
作

成
、

実
践

例
の

掲
載

を
含

め
た

指
導

資
料

作
成

が
必

要
で

あ
る

。
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④
ま

た
、

栄
養

教
諭

等
に

つ
い

て
も

、
第

Ⅲ
章

に
お

い
て

記
述

し
て

い
る

よ
う

に
学

校
給

食
な

ど
を

活
用

し
て

食
育

を
推

進
し

、
食

習
慣

の
改

善
な

ど
子

ど
も

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
取

組
を

進
め

て
お

り
、
養

護
教

諭
等

と
連

携
し

つ
つ

、
食

育
と

学
校

保
健

が
一

体
的

に
推

進
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

⑤
さ

ら
に

、
幼

児
期

に
お

い
て

は
発

熱
な

ど
健

康
状

態
が

変
化

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
日

々
の

健
康

観
察

を
重

視
し

て
、

幼
児

の
心

身
の

健
康

課
題

の
早

期
発

見
に

努
め

、
子

ど
も

や
保

護
者

へ
の

保
健

指
導

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

（
参

考
）

○
教

諭
の

養
成

課
程

に
お

け
る

健
康

に
関

連
す

る
履

修
科

目
（

必
修

科
目

）
教

育
職

員
免

許
法

「
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

及
び

学
習

の
過

程
（

障
害

の
あ

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

及
び

学
習

の
過

程
を

含
む

。
）
」
、
「

道
徳

の
指

導
法

」
、
「

特
別

活
動

の
指

導

法
」
、
「

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法
」
、
「

教
育

相
談

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
含

む
。
）

の
理

論
及

び
方

法
」

○
「

初
任

者
研

修
目

標
・

内
容

例
（

小
・

中
学

校
）
」
（
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
教

職
員

課

平
成

19
年

2月
1
6日

）
に

お
け

る
健

康
に

関
連

す
る

事
項

[
基

礎
的

素
養

]

７
教

育
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

、
研

修
目

標

「
学

校
保

健
、

安
全

指
導

の
進

め
方

」
、

・
研

修
の

目
標

：
健

康
の

保
持

増
進

に
努

め
る

態
度

や
意

欲
を

育
て

る
方

法
等

を
学

び
、

実
際

の
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

「
食

に
関

す
る

指
導

の
進

め
方

」

・
研

修
の

目
標

：
学

校
教

育
全

体
で

行
う

「
食

に
関

す
る

指
導

」
の

意
義

や
ね

ら
い

を
理

解

し
、

効
果

的
な

指
導

の
方

法
を

身
に

つ
け

る
。

[
学

級
経

営
]

２
学

級
経

営
の

実
際

と
工

夫

「
日

常
の

指
導

」

・
研

修
内

容
：

清
掃

、
給

食
、

休
み

時
間

、
朝

や
帰

り
の

会
な

ど
の

指
導

、
健

康
や

安
全

に

関
わ

る
指

導
、

け
ん

か
や

対
立

な
ど

人
間

関
係

改
善

へ
の

指
導

、
個

別
に

配

慮
を

要
す

る
児

童
生

徒
へ

の
指

導
。

・
研

修
目

標
：

日
頃

か
ら

児
童

生
徒

の
学

級
生

活
の

状
況

を
よ

く
観

察
し

、
学

級
生

活
上

の

課
題

を
見

定
め

る
と

と
も

に
、

ね
ば

り
強

く
適

切
な

指
導

、
助

言
を

す
る

こ

と
が

で
き

る
。
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（
４

）
校

長
・

教
頭

等

①
学

校
経

営
を

円
滑

に
か

つ
効

果
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

は
、

子
ど

も
の

健
康

づ
く

り
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

学
校

保
健

を
重

視
し

た
学

校
経

営
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
特

に
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

麻
し

ん
の

よ
う

な
伝

染
病

の
校

内
ま

ん
延

防
止

な
ど

、
健

康
に

関
す

る
危

機
管

理
は

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

②
学

校
保

健
活

動
を

推
進

し
、

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
な

ど
を

図
る

た
め

に
は

、
校

長
自

ら
が

学
校

保
健

の
重

要
性

を
再

認
識

し
、

学
校

経
営

に
関

し
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
校

内
（

学
校

保
健

委
員

会
を

含
む

）
や

地
域

社
会

に
お

け
る

組
織

体
制

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

③
し

か
し

な
が

ら
、

管
理

職
研

修
に

は
、

学
校

保
健

に
関

す
る

内
容

の
研

修
が

ほ
と

ん
ど

組
み

込
ま

れ
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。

学
校

保
健

に
つ

い
て

、
校

長
・

教
頭

等
の

意
識

の
向

上
を

図
り

、
学

校
経

営
に

関
し

て
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
各

都
道

府
県

等
で

実
施

し
て

い
る

管
理

職
研

修
に

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
内

容
を

設
定

す
る

な
ど

、
学

校
保

健
に

関
す

る
管

理
職

研
修

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

（
５

）
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

①
学

校
保

健
法

で
は

、
「

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
及

び
学

校
薬

剤
師

は
、

学
校

に
お

け
る

保
健

管
理

に

関
す

る
専

門
的

事
項

に
関

し
、

技
術

及
び

指
導

に
従

事
す

る
」

と
そ

の
職

務
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
同

施
行

規
則

に
お

い
て

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

は
健

康
診

断
に

お
け

る
疾

病
の

予
防

へ
の

従
事

及
び

保
健

指
導

を
行

う
こ

と
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

②
こ

れ
ま

で
の

学
校

保
健

に
お

い
て

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

が
専

門
的

見
地

か
ら

果
た

し
た

役
割

は
大

き
い

も
の

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
子

ど
も

の
従

来
か

ら
の

健
康

課
題

へ
の

対
応

に
加

え
、

メ
ン

タ
ル

へ
ル

ス
や

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
な

ど
の

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
つ

い
て

も
、

学
校

と
地

域
の

専
門

的
医

療
機

関
と

の
つ

な
ぎ

役
に

な
る

な
ど

、
引

き
続

き
積

極
的

な
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
。

③
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

の
主

要
な

職
務

の
一

つ
と

し
て

、
健

康
診

断
が

あ
る

。
健

康
診

断
に

お
い

て
は

、
疾
患

や
異

常
を

診
断

し
、
適

切
な

予
防
措

置
や

保
健

指
導

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

近
年

、
重

要
性

が
増

し
て

い
る

子
ど

も
の

生
活

習
慣

病
な

ど
、

新
た

な
健

康
課

題
に

つ
い

て
も

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

は
正

し
い

情
報

に
基

づ
く

適
切

な
保

健
指

導
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

学
校

の
設

置
者

か
ら

求
め

ら
れ

、
学

校
の

教
職

員
の

健
康

診
断

を
担

当
し

て
い

る
学

校
医

も
見



87

-
14

-

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

学
校

保
健

法
に

基
づ

く
職

員
の

健
康

診
断

で
は

、
生

活
習

慣
病

予
防

な
ど

疾
患

予
防

の
観

点
か

ら
の

健
康

管
理

の
重

要
性

が
増

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
教

職
員

に
対

す
る

保
健

指
導

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
環

境
を

整
え

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
も

、
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

④
学

校
薬

剤
師

は
、

健
康

的
な

学
習

環
境

の
確

保
や

感
染

症
予

防
の

た
め

に
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

管
理

に
携

わ
っ

て
お

り
、

ま
た

、
保

健
指

導
に

お
い

て
も

、
専

門
的

知
見

を
生

か
し

薬
物

乱
用

防
止

や
環

境
衛

生
に

係
る

教
育

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

に
、

生
涯

に
わ

た
り

自
己

の
健

康
管

理
を

適
切

に
行

う
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
中

、
医

薬
品

は
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

導
の

下
、

自
ら

服
用

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

医
薬

品
に

関
す

る
適

切
な

知
識

を
持

つ
こ

と
は

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
学

校
薬

剤
師

が
こ

の
よ

う
な

点
に

つ
い

て
更

な
る

貢
献

を
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

⑤
ま

た
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
は

、
学

校
保

健
委

員
会

な
ど

の
活

動
に

関
し

、
専

門
家

の
立

場
か

ら
指

導
・

助
言

を
行

う
な

ど
、

よ
り

一
層

、
積

極
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑥
近

年
、

子
ど

も
の

抱
え

る
健

康
課

題
が

多
様

化
、

専
門

化
す

る
中

で
、

子
ど

も
が

自
ら

の
健

康
課

題
を

理
解

し
、

進
ん

で
管

理
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
に

よ
る

専
門

知
識

に
基

づ
い

た
効

果
的

な
保

健
指

導
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

中
で

も
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
が

、
急

病
時

の
対

応
、

救
急

処
置

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
、

歯
・

口
の

健
康

、
喫

煙
、

飲
酒

や
薬

物
乱

用
の

防
止

な
ど

に
つ

い
て

特
別

活
動

等
に

お
け

る
保

健
指

導
を

行
う

こ
と

は
、

学
校

生
活

の
み

な
ら

ず
、

生
涯

に
わ

た
り

子
ど

も
に

と
っ

て
有

意
義

な
も

の
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

が
保

健
指

導
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
子

ど
も

の
発

達
段

階
に

配
慮

し
、

教
科

等
の

教
育

内
容

と
の

関
連

を
図

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
学

級
担

任
や

養
護

教
諭

の
サ

ポ
ー

ト
が

不
可

欠
で

あ
り

、
学

校
全

体
の

共
通

理
解

の
上

で
、

よ
り

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
６

）
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー

①
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

つ
い

て
は

、
平

成
７

年
度

か
ら

調
査

研
究

を
実

施
し

て
お

り
、
平

成
18

年
度

に
は

全
国

の
公

立
中

学
校

を
中

心
に

約
１

万
校

に
配

置
・

派
遣

さ
れ

る
に

至
っ

て
い

る
。

そ
の

成
果

と
し

て
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

派
遣

校
に

お
い

て
、

い
じ

め
、

不
登

校
、

暴
力

行
為

な
ど

の
問

題
行

動
の

発
生

率
の

減
少

が
見

ら
れ

て
お

り
、

ま
た

、
校

長
や

都
道

府
県

・
指

定
都

市
教

育
委

員
会

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

も
、

配
置

の
効

果
を

評
価

す
る

意
見

や
、

小
学

校
へ

の
配

置
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
配

置
時

間
数

の
拡

大
な

ど
を

希
望

す
る

意
見

な
ど

が
多

く
見

ら
れ

る
。
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②
「

心
の

専
門

家
」

で
あ

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
は

、
子

ど
も

に
対

す
る

相
談

、
保

護
者

や
教

職
員

に
対

す
る

相
談

、
教

職
員

な
ど

へ
の

研
修

の
ほ

か
、

事
件

・
事

故
や

自
然

災
害

な
ど

の
緊

急
事

態
に

お
い

て
被

害
を

受
け

た
子

ど
も

の
心

の
ケ

ア
な

ど
、

近
年

で
は

そ
の

活
動

は
多

岐
に

わ
た

っ
て

お
り

、
学

校
の

教
育

相
談

体
制

に
お

い
て

、
そ

の
果

た
す

役
割

は
ま

す
ま

す
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

つ
ま

り
、

子
ど

も
の

状
態

や
子

ど
も

を
め

ぐ
る

緊
急

事
態

へ
の

見
立

て
、

個
別

面
接

、
教

職
員

へ
の

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

つ
な

ぎ
役

な
ど

、
臨

床
心

理
の

専
門

性
に

基
づ

く
助

言
・

援
助

は
学

校
に

お
け

る
組

織
的

な
相

談
体

制
の

中
で

重
要

な
役

割
を

占
め

て
い

る
。

③
多

様
化

、
深

刻
化

し
て

い
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
校

内
組

織
に

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
参

画
を

得
る

な
ど

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

効
果

的
に

活
用

し
て

、
心

身
両

面
か

ら
子

ど
も

に
か

か
わ

る
養

護
教

諭
を

は
じ

め
と

し
た

教
職

員
と

の
情

報
の

共
通

理
解

や
地

域
の

専
門

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
７

）
教

育
委

員
会

に
お

け
る

体
制

の
充

実

①
教

育
委

員
会

に
お

い
て

は
、

現
在

、
各

都
道

府
県

で
学

校
保

健
を

担
当

す
る

指
導

主
事

と
し

て
、

養
護

教
諭

の
ほ

か
一

般
教

諭
な

ど
が

充
て

ら
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
今

後
、

学
校

が
学

校
保

健
活

動
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

は
、

指
導

主
事

に
よ

る
適

切
な

指
導

・
助

言
が

不
可

欠
で

あ
り

、
養

護
教

諭
出

身
の

指
導

主
事

は
も

と
よ

り
、

養
護

教
諭

出
身

以
外

の
指

導
主

事
な

ど
の

学
校

保
健

に
係

る
資

質
向

上
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
学

校
保

健
を

担
当

す
る

指
導

主
事

に
は

、
各

学
校

の
状

況
の

適
切

な
把

握
や

、
そ

れ
を

踏

ま
え

た
改

善
の

た
め

の
指

導
・

助
言

な
ど

の
取

組
は

も
と

よ
り

、
地

域
学

校
保

健
委

員
会

、
学

校
保

健
委

員
会

な
ど

の
組

織
づ

く
り

や
設

置
さ

れ
た

組
織

が
活

性
化

す
る

た
め

の
働

き
か

け
が

求
め

ら
れ

る
。 さ

ら
に

、
各

学
校

へ
の

指
導

助
言

を
充

実
す

る
観

点
か

ら
、

学
校

保
健

を
担

当
す

る
指

導
主

事
の

複
数

配
置

や
退

職
養

護
教

諭
の

活
用

な
ど

が
望

ま
れ

る
。
な
お

、
学

校
医

等
が

教
育

委
員

に
就

任
し

、

そ
の

専
門

的
知

見
を

踏
ま

え
て

、
児

童
生

徒
の

健
康

の
確

保
に

関
す

る
教

育
委

員
会

と
し

て
の

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
が

打
ち

出
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

学
校

保
健

に
対

す
る

意
識

が
向

上
し

、
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
事

例
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

各
教

育
委

員
会

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

取
組

を
通

じ
て

教
育

委
員

会
と

し
て

の
学

校
保

健
に

関

す
る

体
制

の
充

実
が

望
ま

れ
る

。

（
８

）
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

・
管

理
及

び
改

善
等

①
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

・
管

理
は

、
健

康
的

な
学

習
環

境
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
学

校
薬

剤
師

に
よ

る
検

査
、
指

導
助

言
等

に
よ

り
改

善
が

図
ら

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
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そ
の

際
の

基
準

と
し

て
「

学
校

環
境

衛
生

の
基

準
」
（

平
成

４
年

文
部

省
体

育
局

長
裁

定
）

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

学
校

に
お

い
て

「
学

校
環

境
衛

生
の

基
準

」
に

基
づ

い
た

定
期

検
査

は
、

必
ず

し
も

完
全

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
状

況
が

あ
り

、
子

ど
も

の
適

切
な

学
習

環
境

の
確

保
を

図
る

た
め

に
は

、
定

期
検

査
の

実
施

と
検

査
結

果
に

基
づ

い
た

維
持

管
理

や
改

善
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
完

全
に

実
施

さ
れ

て
い

な
い

要
因

や
そ

の
対

策
に

つ
い

て
十

分
検

討
し

た
上

で
、

現
在

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る
「

学
校

環
境

衛
生

の
基

準
」

の
位

置
付

け
を

よ
り

一
層

明
確

に
す

る
た

め
に

法
制

度
の

整
備

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
域

内
の

学
校

に
お

け
る

日
々

の
環

境
衛

生
を

含
む

学
校

保
健

管
理

に
関

す
る

諸
課

題
に

対

応
す

る
た

め
に

、
都

道
府

県
の

教
育

委
員

会
に

は
専

門
性

を
有

す
る

学
校

保
健

技
師

を
置

く
こ

と
が

で
き

る
と

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
約

半
数

の
都

道
府

県
（
26

府
県

）
で

は
配

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま

た
、

そ
の

多
く

が
非

常
勤

と
な

っ
て

い
る

。

環
境

衛
生

な
ど

の
諸

課
題

に
対

し
て

は
、

専
門

的
な

見
地

か
ら

可
能

な
限

り
早

期
の

助
言

指
導

を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
、

維
持

管
理

や
改

善
に

つ
い

て
市

町
村

の
教

育
委

員
会

や
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

学
校

保
健

技
師

の
活

用
が

望
ま

れ
る

。

○
学

校
保

健
法

第
１

５
条

都
道

府
県

の
教

育
委

員
会

の
事

務
局
に

、
学

校
保

健
技

師
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。

２
学

校
保

健
技

師
は

、
学

校
に

お
け

る
保

健
管

理
に

関
す

る
専

門
的

事
項

に
つ

い
て

学
識

経
験

が
あ

る
者

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
学

校
保

健
技

師
は

、
上

司
の

命
を

受
け

、
学

校
に

お
け

る
保

健
管

理
に

関
し

、
専

門
的

技
術

指
導

及
び

技
術

に
従

事
す

る
。

○
学

校
保

健
技

師
の

現
状

医
師

１
７

人
（

う
ち

常
勤

４
人

）

歯
科

医
師

１
人

（
う

ち
常

勤
１

人
）

薬
剤

師
８

人
（

う
ち

常
勤

８
人

）

保
健

師
２

人
（

う
ち

常
勤

２
人

）

（
注

）
都

道
府

県
に

よ
っ

て
は

複
数

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
る

。

（
文

部
科

学
省

調
査

平
成

18
年

11
月

）

②
ま

た
、

平
成

15
年

５
月

１
日

に
「

健
康

増
進

法
」

が
施

行
さ

れ
る

な
ど

、
学

校
に

お
け

る
受

動
喫

煙
に

よ
る

教
職

員
は

も
と

よ
り

子
ど

も
の

身
体

へ
の

悪
影

響
を

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
各

学
校

に
お

い
て

受
動

喫
煙

防
止

を
よ

り
一

層
進

め
る

こ
と

に
つ

い
て

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。
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○
健

康
増

進
法

第
２

５
条

学
校

、
体

育
館

、
病

院
、
劇

場
、
観

覧
場

、
集

会
場

、
展

示
場

、
百
貨

店
、
事

務
所

、

官
公

庁
施

設
、

飲
食

店
そ

の
他

の
多

数
の

者
が

利
用

す
る

施
設

を
管

理
す

る
者

は
、

こ
れ

ら

を
利

用
す

る
者

に
つ

い
て

、
受

動
喫

煙
（

室
内

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

環
境

に
お

い
て

、
他

人

の
た

ば
こ

の
煙

を
吸

わ
さ

れ
る

こ
と

を
い

う
。
）

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
ず

る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
学

校
に

お
け

る
受

動
喫

煙
防

止
対

策
の

状
況

（
単

位
：

校
（

％
）
）

受
動

喫
煙

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
る

５
０
,５

５
４

（
９

５
.３

）

[
具

体
策

]

１
．

学
校

敷
地

内
の

全
面

禁
煙

措
置

を
講

じ
て

い
る

。
２

４
,０

８
２

（
４

５
.４

）

２
．

建
物

内
に

限
っ

て
全

面
禁

煙
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

１
２
,５

１
１

（
２

３
.６

）

３
．

建
物

内
に

喫
煙

場
所

を
設

置
し

、
分

煙
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

１
３
,９

６
１

（
２

６
.３

）

受
動

喫
煙

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
な

い
。

２
,４

８
５

（
４
.７

）

合
計

５
３
,０

３
９

（
１

０
０

）

（
文

部
科

学
省

調
査

平
成

17
年

８
月

）

３
．

学
校

、
家

庭
、

地
域

社
会

の
連

携
の

推
進

○
メ

ン
タ

ル
へ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

や
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

適
切

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

は
、

学
校

が
、

学
校

内
で

で
き

る
こ

と
、

な
す

べ
き

こ
と

を
明

確
化

し
、

す
べ

て
の

教
職

員
間

で
共

通
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
家

庭
、

関
係

行
政

機
関

、
医

療
機

関
な

ど
に

も
そ

の
内

容
を

伝
え

、
理

解
を

求
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

適
切

な
役

割
分

担
に

基
づ

く
活

動
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
１

）
学

校
保

健
委

員
会

①
学

校
保

健
委

員
会

は
、

学
校

に
お

け
る

健
康

に
関

す
る

課
題

を
研

究
協

議
し

、
健

康
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
の

組
織

で
あ

る
。

学
校

保
健

委
員

会
は

、
校

長
、

養
護

教
諭

・
栄

養
教

諭
・

学
校

栄
養

職
員

な
ど

の
教

職
員

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

、
保

護
者

代
表

、
児

童
生

徒
、

地
域

の
保

健
関

係
機

関
の

代
表

な
ど

を
主

な
委

員
と

し
、

保
健

主
事

が
中

心
と

な
っ

て
、

運
営

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
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②
学

校
保

健
委

員
会

に
つ

い
て

は
、

昭
和

33
年

の
学

校
保

健
法

等
の

施
行

に
伴

う
文

部
省

の
通

知
に

お
い

て
、

学
校

保
健

計
画

に
規

定
す

べ
き

事
項

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

昭
和

47
年

の
保

健
体

育
審

議
会

答
申

に
お

い
て

も
、
「

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

を
促

進
し

、
そ

の
運

営
の

強
化

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
」

と
提

言
さ

れ
て

い
る

が
、

平
成

17
年

度
の

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

率
は

、
小

学
校

81
.9

％
、

中
学

校
78
.6

％
、

高
等

学
校

76
.7

％
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

、
設

置
さ

れ
て

い
て

も
開

催
さ

れ
て

い
な

い
学

校
や

、
年

１
回

の
み

の
開

催
が

多
く

、
充

実
し

た
議

論
が

行
わ

れ
て

い
な

い
な

ど
質

的
な

課
題

が
あ

る
。

③
学

校
保

健
委

員
会

を
通

じ
て

、
学

校
内

の
保

健
活

動
の

中
心

と
し

て
機

能
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
関

係
機

関
な

ど
の

連
携

に
よ

る
効

果
的

な
学

校
保

健
活

動
を

展
開

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

た
め

、
学

校
に

お
い

て
、

学
校

保
健

委
員

会
の

位
置

付
け

を
明

確
化

し
、

先
進

的
な

取
組

を

進
め

て
い

る
地

域
の

実
践

事
例

を
参

考
に

す
る

な
ど

し
て

、
質

の
向

上
や

地
域

間
格

差
の

是
正

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
国

、
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
、
様

々
な

資
料

を
収

集
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

一
括

し
て

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
環

境
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
に

お
い

て
は

適
切

な
管

理
の

下
に

活
用

す
る

こ
と

や
、

普
及

の
た

め
に

啓
発

資
料

を
活

用
し

た
研

修
会

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
、

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

の
推

進
や

質
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
２

）
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

の
強

化

①
近

年
、

保
健

室
に

来
室

す
る

子
ど

も
が

増
え

て
お

り
、

来
室

の
背

景
要

因
と

し
て

は
、
「

身
体

に
関

す
る

問
題

」
よ

り
「

心
に

関
す

る
問

題
」

が
多

く
な

っ
て

い
る

こ
と

や
、
「

家
庭

・
生

活
環

境
に

関
す

る
問

題
」

も
少

な
か

ら
ず

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

が
よ

り
一

層
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

で
、

連
携

が
円

滑
に

進
め

ら
れ

な
か

っ
た

事
例

の
主

な

理
由

と
し

て
、

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

と
も

に
「

保
護

者
が

連
携

に
消

極
的

で
あ

っ
た

」
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

健
康

課
題

に
関

す
る

子
ど

も
の

支
援

に
当

た
っ

て
は

、
家

庭
の

理
解

と
協

力
を

得
る

こ
と

が
不

可

欠
な

た
め

、
日

ご
ろ

か
ら

家
庭

に
対

す
る

啓
発

活
動

を
行

う
な

ど
、

家
庭

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
に

絶
え

ず
努

め
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
は

、
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

を
図

る
上

で
重

要
な

組
織

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
と

効
果

的
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
子

ど
も

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

問
題

で
、

校
内

及
び

関
係

機
関

と
の

連
携

が
円

滑
に

進
ま

な
か

っ
た

主
な

理
由

-
19

-

（
単

位
：

人
）

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

①
校

外
の

連
携

先
を

選
ぶ

の
が

難
し

か
っ

た
。

4
20

36
②

校
外

の
連

携
先

が
協

力
的

で
な

か
っ

た
。

1
8

9
③

校
外

の
連

携
先

と
学

校
の

対
応

に
違

い
が

見
ら

れ
た

。
13

31
18

④
校

内
関

係
者

が
連

携
に

消
極

的
で

あ
っ

た
。

8
33

45
⑤

校
内

外
の

連
携

の
た

め
の

時
間

の
確

保
が

難
し

か
っ

た
。

12
30

20
⑥

保
護

者
が

連
携

に
消

極
的

で
あ

っ
た

。
83

12
4

10
4

⑦
校

内
に

お
け

る
推

進
・

ま
と

め
役

が
明

確
で

な
か

っ
た

。
13

45
54

⑧
そ

の
他

3
10

15

（
「

子
ど

も
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

理
解

と
そ

の
対

応
」（

財
）
日

本
学

校
保

健
会

平
成

17
年

）

②
ま

た
、

健
康

診
断

に
お

け
る

事
後

措
置

や
日

常
の

健
康

観
察

な
ど

か
ら

、
学

校
が

家
庭

に
医

療
機

関
の

受
診

な
ど

を
勧

め
て

も
家

庭
の

理
解

が
得

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

適
切

な
支

援
を

行
う

た
め

に
は

、
受

診
な

ど
の

勧
め

に
応

え
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
家

庭
や

子
ど

も
に

不
安

を
与

え
な

い
よ

う
に

、
学

校
か

ら
の

受
診

な
ど

を
勧

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
養

護
教

諭
、

学
級

担
任

等
、

校
長

等
、

学
校

医
等

、
地

域
の

関
係

機
関

な
ど

が
十

分
に

連
携

す
る

必
要

が
あ

る
。

③
子

ど
も

の
中

に
は

、
心

臓
疾

患
や

腎
臓

疾
患

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
よ

う
に

、
そ

の
子

ど
も

の
健

康
状

態
が

適
切

に
把

握
さ

れ
て

い
な

い
と

生
命

に
か

か
わ

る
事

態
が

生
じ

か
ね

な
い

子
ど

も
が

少
な

か
ら

ず
見

ら
れ

る
。

心
臓

疾
患

や
腎

臓
疾

患
な

ど
に

お
い

て
は

、
「

学
校

生
活

管
理

指
導

表
」

を
用

い

て
、
個

々
の

子
ど

も
の

疾
患

の
状

況
に

応
じ

た
学

校
生

活
上

の
指

示
が

主
治

医
か

ら
な

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
つ

い
て

も
同

様
の

指
導
表

の
作

成
に

向
け

た
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

学
校

は
、

健
康

診
断

の
事

後
措

置
の

結
果

や
指

導
表

な
ど

に
よ

り
、

家
庭

や
主

治
医

か
ら

報
告

さ
れ

た
健

康
情

報
を

適
切

に
把

握
し

、
個

々
の

子
ど

も
に

対
す

る
保

健
管

理
に

生
か

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

情
報

を
も

と
に

、
学

校
は

適
切

な
配

慮
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

が
、

学

校
の

実
情

に
応

じ
て

実
施

可
能

な
も

の
と

そ
う

で
な

い
も

の
と

が
あ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

ど
の

よ
う

な
配

慮
を

行
う

か
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
、

学
校

、
家

庭
、

学
校

医
、

主
治

医
が

共
通

理
解

を
図

っ
た

上
で

、
具

体
的

な
実

施
内

容
に

つ
い

て
学

校
と

家
庭

が
直

接
意

見
交

換
で

き
る

機
会

を
設

け
、

対
応

を
決

定
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

（
３

）
学

校
と

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

①
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

学
校

や
家

庭
を

中
心

に
、

学
校
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の
設

置
者

で
あ

る
地

方
公

共
団

体
等

や
地

域
の

関
係

機
関

を
含

め
た

地
域

レ
ベ

ル
の

組
織

体
制

づ
く

り
が

不
可

欠
で

あ
る

。

②
学

校
と

地
域

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
に

お
い

て
、
「

地
域

に
あ

る
幼

稚
園

や
小

学
校

・
中

学
校

・
高

等
学

校
の

学
校

保
健

委
員

会
が

連
携

し
て

、
地

域
の

子
ど

も
た

ち
の

健
康

課
題

の
協

議
な

ど
を

行
う

た
め

、
地

域
学

校
保

健
委

員
会

の
設

置
の

促
進

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

」
と

提
言

さ
れ

て
い

る
。

③
こ

の
よ

う
な

中
学

校
区

な
ど

を
単

位
と

し
た

学
校

間
の

連
携

は
引

き
続

き
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

が
、
子

ど
も

の
健

康
課

題
は

、
そ

の
地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
取

組
の

実
施

が
重

要
で

あ
り

、
ま

た
、

教
育

委
員

会
は

も
と

よ
り

母
子

保
健

や
保

健
福

祉
な

ど
を

担
当

す
る

機
関

と
も

組
織

的
に

連
携

し
て

対
応

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

④
こ

の
こ

と
か

ら
、

市
町

村
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
教

育
委

員
会

と
保

健
部

局
な

ど
の

行
政

機
関

や
地

域
の

学
校

医
・

学
校

歯
科

医
・

学
校

薬
剤

師
の

関
連

す
る

団
体

な
ど

が
連

携
し

、
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
を

検
討

し
対

応
す

る
場

の
設

置
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、
例

え
ば

市
町

村
教

育
委

員
会

に
「

学
校

地
域

保
健

連
携

推
進

協
議

会
（

仮
称

）
」

を
設

置
し

、
域

内
の

学
校

の
代

表
者

（
校

長

・
教

頭
等

や
保

健
主

事
・

養
護

教
諭

等
）
、

小
児

医
療

な
ど

の
専

門
家

、
母

子
保

健
や

保
健

福
祉

な
ど

の
行

政
関

係
者

な
ど

の
参

画
を

得
て

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
増

加
、

性
の

問
題

行
動

や
薬

物
乱

用
、

感
染

症
や

過
度

の
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

に
よ

る
運

動
器

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

関
し

て
、

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

課
題

解
決

に
向

け
た

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
具

体
的

な
取

組
を

進
め

る
な

ど
、

地
域

ぐ
る

み
で

計
画

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

計
画

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

と
の

連
携

を
図

り
つ

つ
計

画
を

実
行

す
る

に
当

た
っ

て
の

専

門
的

サ
ポ

ー
ト

を
誰

が
、

ど
の

よ
う

に
行

う
の

か
な

ど
、

子
ど

も
の

健
康

課
題

に
関

し
て

、
学

校
や

関
係

機
関

の
果

た
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
、

と
る

べ
き

行
動

に
つ

い
て

具
体

的
な

年
次

目
標

を
立

て
、

そ
れ

に
向

け
た

方
策

を
策

定
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑤
ま

た
、

都
道

府
県

教
育

委
員

会
が

、
地

元
医

師
会

な
ど

の
協

力
を

得
て

、
学

校
に

専
門

医
を

派
遣

し
、

子
ど

も
や

保
護

者
・

教
職

員
に

対
す

る
啓

発
や

個
別

の
健

康
相

談
を

行
う

取
組

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
今

後
と

も
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

-
21

-

○
学

校
保
健

委
員
会
（構

成
例
）

校
長
・教

頭
等

教
職
員
代

表
保
健
主

事
、
養
護

教
諭
、
保

健
部
教

諭
、
栄

養
教
諭

教
務
主

任
、
学
年

主
任
、
生

徒
指
導

主
事
、
保
健
体

育
科
主
任

児
童
生
徒

代
表

児
童
生

徒
会
役

員
、
児
童

生
徒
会

保
健
委

員
、

他
生
活

委
員
会

や
体
育

委
員
会

な
ど
の
議
題

に
関
係

の
あ
る
委
員
会

保
護
者
代

表
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

、
各
学
年

委
員
長

、
各
学
年

保
健
委

員
、
各
部

委
員
長

指
導
・助

言
者

学
校
医

、
学
校
歯

科
医
、
学

校
薬
剤

師
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

関
係
機
関

代
表

教
育
委

員
会
、
保

健
所
、
市

町
村
保

健
衛
生

係
、
児

童
相
談
所

、
警
察
署

、
民
生
（児

童
）委

員

地
域
の
人
々

商
店
、
企

業
、
町
会

関
係
者

な
ど

学
校
保

健
委
員

会

○
地

域
学
校

保
健
委

員
会
（イ

メ
ー
ジ
）

「△
△
小
学

校
」学

校
保
健

委
員
会

「○
○

小
学
校

」学
校
保

健
委
員

会

町
内

会
、
地
域

団
体
、
○

○
市
教

育
委
員

会
、

保
健

所
、
医
師

会
等

○
学

校
地
域

保
健
連

携
推
進
協

議
会
（イ

メ
ー
ジ
）

□
□
小

学
校
（
学
校
の

代
表
者

）
×
×
小

学
校
（
学
校
の

代
表
者

）

地
域

医
師
会

等
、
地
域

中
核
医

療
機
関

市
町
村

教
育
委

員
会

中
学
校

区
な
ど
の
地

域
を
想
定

（町
内
会

等
は
事
務
局

（学
校

）の
求
め
に
応
じ
参
加

）

市
町
村

域
の
地

域
を
想

定
（行

政
機
関
が

組
織
的

に
対
応

）

「◎
◎
中

学
校
」
学
校
保

健
委
員
会

参
加

保
健

部
局
、
福

祉
部
局

等
連

携
・協

力
連
携
・協

力

○
○

中
学
校

（学
校
の

代
表
者

）
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○学校保健法等の一部を改正する法律の公布について（通知）【抜粋】

２０文科ス第５２２号

平成２０年７月９日

二学校保健に関する事項

（１）学校保健に関する学校の設置者の責務

学校の設置者は、児童生徒等及び職員の心身の健康の保持増進を図るため、学校の

施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実その他の必要な措置を講ずるよう努める

ものとしたこと。（第４条関係）

（２）学校環境衛生基準

文部科学大臣は、学校における環境衛生に係る事項について、児童生徒等及び職員

の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準を定めるものとし、学校の設置

者は、当該基準に照らしてその設置する学校の適切な環境の維持に努めなければなら

ないものとしたこと。

校長は、当該基準に照らし、適正を欠く事項があると認めた場合には、遅滞なく、

改善に必要な措置を講じ、又は当該措置を講ずることができないときは、学校の設置

者に対し、その旨を申し出るものとしたこと。（第６条関係）

（３）保健指導

養護教諭その他の職員は、相互に連携して、児童生徒等の心身の状況を把握し、健

康上の問題があると認めるときは、遅滞なく、児童生徒等に対して必要な指導を行う

とともに、必要に応じ、その保護者に対して必要な助言を行うものとしたこと。（第

９条関係）

（４）地域の医療機関等との連携

学校においては、救急処置、健康相談又は保健指導を行うに当たつては、必要に応

じ、地域の医療機関その他の関係機関との連携を図るよう努めるものとしたこと。（第

１０条関係）

二学校保健に関する留意事項

（４） 学校保健に関する学校の設置者の責務について（第４条）

１ 本条は、学校保健に関して学校の設置者が果たすべき役割の重要性にかんがみ、従

来から各設置者が実施してきた学校保健に関する取組の一層の充実を図るため、その

責務を法律上明確に規定したものであること。

２ 「施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実」としては、例えば、保健室の相談

スペースの拡充や備品の充実、換気設備や照明の整備、自動体外式除細動器（AED）
の設置など物的条件の整備、養護教諭やスクールカウンセラーの適切な配置など人的

体制の整備、教職員の資質向上を図るための研修会の開催などが考えられること。

（５) 学校保健計画について（第５条）

１ 学校保健計画は、学校において必要とされる保健に関する具体的な実施計画であり、
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毎年度、学校の状況や前年度の学校保健の取組状況等を踏まえ、作成されるべきもの

であること。

２ 学校保健計画には、法律で規定された①児童生徒等及び職員の健康診断、②環境衛

生検査、③児童生徒等に対する指導に関する事項を必ず盛り込むこととすること。

３ 学校保健に関する取組を進めるに当たっては、学校のみならず、保護者や関係機関

・関係団体等と連携協力を図っていくことが重要であることから、学校教育法等にお

いて学校運営の状況に関する情報を積極的に提供するものとされていることも踏まえ

学校保健計画の内容については原則として保護者等の関係者に周知を図ることとする

こと。このことは、学校安全計画についても同様であること。

（６）学校環境衛生基準について（第６条）

１ 第６条の規定に基づき、新たに文部科学大臣が定める学校環境衛生基準については、

現行の「学校環境衛生の基準」（平成４年文部省体育局長裁定）の内容を踏まえつつ、

各学校や地域の実情により柔軟に対応しうるものとなるよう、今後内容の精査など必

要な検討を進め、告示として制定することを予定していること。

２ 学校の環境衛生に関し適正を欠く事項があり、改善措置が必要な場合において、校

長より第３項の申出を受けた当該学校の設置者は、適切な対応をとるよう努められた

いこと。このことは、第２８条に基づく学校の施設設備の改善措置についても同様で

あること。

３ 学校の環境衛生の維持改善に当たっては、受水槽など環境衛生に関係する施設設備

の適切な管理を図るとともに、環境衛生検査に必要な図面等の書類や検査結果の保管

について万全を期されたいこと。

（７）保健指導について（第９条）

１ 近年、メンタルヘルスに関する課題やアレルギー疾患等の現代的な健康課題が生ず

るなど児童生徒等の心身の健康問題が多様化、深刻化している中、これらの問題に学

校が適切に対応することが求められていることから、第９条においては、健康相談や

担任教諭等の行う日常的な健康観察による児童生徒等の健康状態の把握、健康上の問

題があると認められる児童生徒等に対する指導や保護者に対する助言を保健指導とし

て位置付け、養護教諭を中心として、関係教職員の協力の下で実施されるべきことを

明確に規定したものであること。

したがって、このような保健指導の前提として行われる第８条の健康相談について

も、児童生徒等の多様な健康課題に組織的に対応する観点から、特定の教職員に限ら

ず、養護教諭、学校医・学校歯科医・学校薬剤師、担任教諭など関係教職員による積

極的な参画が求められるものであること。

２ 学校医及び学校歯科医は、健康診断及びそれに基づく疾病の予防処置、改正法にお

いて明確化された保健指導の実施をはじめ、感染症対策、食育、生活習慣病の予防や

歯・口の健康つくり等について、また、学校薬剤師は、学校環境衛生の維持管理をは

じめ、薬物乱用防止教育等について、それぞれ重要な役割を担っており、さらには、

学校と地域の医療機関等との連携の要としての役割も期待されることから、各学校に

おいて、児童生徒等の多様な健康課題に的確に対応するため、これらの者の有する専

門的知見の積極的な活用に努められたいこと。
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